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２ 若柳病院の取り組みに対する意見等 

 経営改善の根本は、地域包括ケア病棟の稼働率のアップといえる。現在の稼働率８０％

の目標値は高すぎると思われる。リハビリが必要な患者は、栗原中央病院との連携調整を

密にして、稼働率向上に向けた取り組みを着実に実施いただきたい。 

 在宅訪問診療については、これからニーズが高くなると思われるので、在宅医学総合管

理料を算定することにより単価を上げ、医業収益の増収に期待したい。また、夜間の救急

は栗原中央病院で対応するため、日中の応需率を上げる工夫が必要と思われる。 

 病床利用率は６３．４％と低い水準にあるので、入院医療の需給バランスをとるための 

対策を検討されたい。 

 令和５年４月からは地域包括ケア病棟の病床数の見直しがされ、今後はその効果の分析 

検証を実施いただく必要がある。 

 

３ 栗駒病院の取り組みに対する意見等 

  医師体制は、人事異動により常勤医師１人の確保ができ、令和４年度末の常勤医師数は 

１人増の３人となった。常勤医師が増えたことにより、在宅訪問診療人数を増やす努力を

していただきたい。  

 病床数の適正化や医師確保の取り組みの効果がかなり現れており、医業収支比率、病床

利用率、また平均単価等の計画値を上回っている状況である。引き続き、計画に基づく取

り組みを確実に実施することが重要と思われる。今後、これ以上の増収は見込まれないた

め、機会を見つけて人件費の削減を検討することが望まれる。 

病床数が減床したことにより、夜間看護加算や看護補助体制加算、入院料１が算定でき

るようになったことは、評価できる。入院料１は、今後も死守するよう努めていただきた

い。 

 

４ 医療管理課の取り組みに対する意見等 
  若柳病院の更なる病床数適正化など、地域医療の適正配置、病院、診療所の健全な経営

に向けて取り組んでいただいた。今後も公立病院経営強化プランの策定等に向けた取り組

みに期待する。 

 

 
 
 

栗原市病院事業 第四次経営健全化計画 

令和４年度取組事項に対する点検･評価報告書 

 

栗原市病院事業から提出された「令和４年度取組事項に対する自己点検・評価」及び「決

算関係資料」をもとに、第四次経営健全化計画における市立３病院等の取組実績について点

検を行った結果は、次のとおりである。 

 

令和５年１１月１日 

 栗原市立病院経営評価委員会 

  委員長  平 川 秀 紀 

 

 

１ 栗原中央病院の取り組みに対する意見等 

  医師の働き方改革に向け、労働基準監督署より深夜帯の宿直許可を受け、医療労働時間

短縮計画もＡ水準で管理されるということでよく対応された。 

  新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、陽性患者受入病床を確保するなど、感染症指

定医療機関としての役割を果たし、地域医療を支えたことに対し敬意を表したい。 

  救急車の受入件数は２，５８８件で、目標の２，０００件を超え、前年度と比較し、２

２２件の増加となったことは評価できる。また、受入件数は新型コロナウイルス感染症影

響前に戻っている状況で、非常に応需率が高いと思われる。救急車受入件数のほか紹介件

数も増加しているにもかかわらず、これらが新入院患者数へ結びついていないため、今後

留意していく必要がある。 

  病床利用率は、６３．８％で、計画値の６６．１％に比べ低い水準にあるので、入院医 

療の需給バランスを取るための対策を検討いただくとともに、平均患者数における計画値

と実績値の乖離の要因について、分析する必要がある。 

 新型コロナウイルス感染症対応の補助金は減額されたが、病院の機能強化及び連携を明

確化したことにより、経費の削減もよく頑張られ、黒字という結果を出していることは評

価される。安定的な経営のため、病床利用率や医療スタッフの確保について、目標達成に

向けた取り組みを引き続きお願いしたい。看護必要度の精度の向上を今後も期待する。 
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資    料 

５ 総括   

市立３病院は新型コロナウイルス感染症への対応や地域のニーズに応えるべく、取り組

まれていることに対し敬意を表する。経常収支、計画値を上回っていることは、新型コロ

ナウイルス感染症に伴う収入増の影響もあると思われるが、病院再編等の医業収支改善に

向けた取り組みの効果が現れており、市立３病院の機能強化及び連携を明確化するという

ことで、かなり努力されたことが確認できた。 
  ３病院での看護職員の有機的な働き方をこれからも検討いただきたい。 
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各委員からの意見、要望、提言 
 

 

【栗原中央病院】 

 ○ 地域医療支援病院や紹介受診重点医療機関に認定されることを期待する。 

 

 〇 コロナの補助金が減ったにもかかわらず、収入が増え、支出が減り黒字を出している

ことを評価する。 

 

 〇 自己点検・評価表を幹部スタッフで共有してアクションに繋げてほしい。 

 

 〇 公立病院経営強化プランの策定を期待する。 

 

 ○ ＨＣＵ（高度治療室）があると、収入増につながると思われるため、ぜひＨＣＵ（高

度治療室）の設置を検討いただきたい。 

 

 【若柳病院】 

〇 医業収支比率、病床利用率、入院、外来患者数等、いずれも計画値に達していない状

況である。令和５年４月から病床数を減らし、一般病床を全て地域包括ケア病床とした

効果を分析検証し、改善に取り組まれたい。 

 

 【栗駒病院】 

 〇 病床の適正化や医師確保の取り組みの効果が現れ、医業収支比率、病床利用率、平均

単価等、いずれも上回っており、引き続き計画に基づく取り組みを実施されたい。 

 

○ 概ね目標を達成したことは評価できる。病床利用率９２．２％と高い水準にあるが、

収支バランスがとれていないため、診療単価アップや費用削減等の検討が望まれる。 

 

〇 療養病棟に関しては、今後加算できるのは在宅復帰機能強化加算であるため、検討い

ただきたい。 

 

 

 

≪資料１≫ 

【医療管理課】 

 ○ 病院毎の月次損益管理をしっかりとお願いしたい。 

 

 〇 バランススコアカードの設定目標が定性目標になってしまうことはやむを得ないが、

最終的なスケジュールや状態を織り込んで具体的に表現するなど、達成基準を明確にす

ると良い。 

   例）「実施」→「〇月までに△△を充実し、□□のできる状態にする」 

 

【全体】 

 〇 バランススコアカード方式で継続的に良く分析評価されている。 

 

 ○ 目標の一部を達成できたことは評価したいが、達成に向けた取り組みを見直すべきこ 

とも浮かび上がっている。今後も計画に沿って実行され、目標達成に向けた努力を期待 

したい。 

 

 ○ 他に比較しても大変よく自己点検評価を行っている。 

 

○ 新型コロナウイルス感染症の対応について、入院患者の受け入れなどの対応について、

感謝の意を表したい。 

 

 ○ 自治体病院として、新型コロナウイルス感染症のような患者を診ることがありますの

で、点検、評価の中にもコロナの数値を入れておいた方が良いと思われる。 

 

〇 今後、入院単価を上げていくということを考えると、リハビリテーションの充実は大

きな要因となる。件数以外に収入額も示すことは必要と思われる。 
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2
実

績
）

・
在

宅
療

養
後

方
支

援
病

院
登

録
　

患
者

数
　

8
7
人

・
紹

介
患

者
数

　
7
,
7
3
6
人

地
域

医
療

支
援

病
院

の
認

定
検

討
、

準
備

、
市

民
周

知

地
域

医
療

支
援

病
院

W
G
会

議
1

回
検

討
、

準
備

・
地

域
医

療
支

援
病

院
検

討
ワ

ー
キ

ン
グ

会
議

を
　

開
催

し
、

取
組

の
検

討
と

進
捗

管
理

を
行

う
。

・
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
に

お
け

る
在

宅
医

療
機

関
　

と
の

連
携

強
化

を
検

討
し

て
い

く
。

・
糖

尿
病

地
域

医
療

連
携

の
準

備
を

進
め

る
。

４
　

感
染

症
指

定
医

療
機

関
の

役
割

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症
　

対
策

・
コ

ロ
ナ

患
者

等
対

応
病

棟
の

増
　

床
に

よ
る

県
の

入
院

要
請

に
対

　
応

・
感

染
対

策
Ｗ

Ｇ
等

で
感

染
拡

大
　

防
止

に
対

応
・

発
熱

外
来

の
設

置
に

よ
る

発
熱

　
患

者
の

受
入

コ
ロ

ナ
患

者
等

対
応

病
床

　
1
7

床 感
染

状
況

に
応

じ
た

Ｗ
Ｇ

の
開

催

コ
ロ

ナ
患

者
等

対
応

病
床

　
1
9

床 感
染

対
策

Ｗ
Ｇ

の
開

催

コ
ロ

ナ
患

者
等

対
応

病
床

　
1
9

床 感
染

状
況

に
応

じ
た

Ｗ
Ｇ

の
開

催

コ
ロ

ナ
患

者
等

対
応

病
床

1
9
床

確
保

継
続

感
染

対
策

W
G
会

議
5
回

コ
ロ

ナ
患

者
等

対
応

病
床

1
9
床

感
染

状
況

に
応

じ
た

Ｗ
Ｇ

の
開

催

・
コ

ロ
ナ

患
者

等
対

応
病

床
（

1
9
床

）
を

確
保

　
し

、
入

院
を

要
す

る
患

者
受

入
れ

に
対

応
。

・
感

染
状

況
に

応
じ

て
感

染
対

策
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
　

ル
ー

プ
会

議
を

開
催

し
、

感
染

拡
大

防
止

に
対

　
応

。
・

感
染

対
策

向
上

加
算

１
の

取
得

病
院

と
し

て
、

　
栗

原
市

医
師

会
お

よ
び

保
健

所
と

協
力

し
地

域
　

の
感

染
対

策
を

行
う

。
・

「
栗

原
に

い
な

が
ら

全
国

の
エ

キ
ス

パ
ー

ト
の

　
講

義
を

聞
け

る
感

染
症

勉
強

会
」

の
開

催
。

５
　

医
師

の
働

き
方

改
革

へ
の

対
応

・
２

０
２

４
年

か
ら

医
師

の
時

間
　

外
労

働
の

上
限

規
制

が
適

用
さ

　
れ

る
こ

と
か

ら
、

現
在

検
討

さ
　

れ
て

い
る

医
師

の
働

き
方

改
革

　
へ

の
対

応

・
医

師
の

働
き

方
改

革
に

対
応

す
　

る
体

制
等

の
整

備
未

実
施

制
度

へ
の

対
応

検
討

制
度

へ
の

対
応

宿
直

許
可

取
得

済
（

深
夜

帯
）

制
度

へ
の

対
応

・
医

師
労

働
時

間
短

縮
計

画
(
A
水

準
)
に

よ
る

　
医

師
の

時
間

外
労

働
時

間
の

管
理

・
救

急
車

受
入

件
数

2
,
5
8
8
件

 
(
前

年
度

比
2
2
2
件

増
）

・
救

急
患

者
受

入
人

数
6
,
1
4
7
人

 
(
前

年
度

比
4
1
3
人

増
)

・
医

療
機

器
の

更
新

整
備

　
2
6
件

　
1
5
4
,
0
9
4
千

円

・
地

域
医

療
支

援
病

院
検

討
ワ

ー
キ

ン
グ

会
議

を
　

1
回

開
催

し
、

承
認

要
件

の
該

当
項

目
を

確
認

。
　

市
の

方
針

と
し

て
次

年
度

は
申

請
せ

ず
、

継
続

　
し

て
検

討
を

行
う

こ
と

と
し

た
。

・
在

宅
療

養
後

方
支

援
病

院
登

録
患

者
数

　
1
2
2
人

・
紹

介
患

者
数

7
,
7
8
5
人

（
前

年
度

比
2
0
0
人

減
）

・
コ

ロ
ナ

患
者

等
対

応
病

床
1
9
床

を
継

続
し

、
　

県
の

入
院

要
請

に
対

応
・

感
染

対
策

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
会

議
を

開
催

　
し

、
感

染
拡

大
防

止
に

係
る

対
応

を
検

討
（

5
回

　
開

催
）

。
・

「
栗

原
に

い
な

が
ら

全
国

の
エ

キ
ス

パ
ー

ト
の

　
講

義
を

聞
け

る
感

染
症

勉
強

会
」

を
8
回

開
催

。

・
医

師
の

時
間

外
労

働
の

上
限

規
制

適
用

開
始

に
　

向
け

て
医

師
労

働
時

間
短

縮
計

画
を

策
定

・
労

働
基

準
監

督
署

の
宿

直
許

可
取

得
(
深

夜
帯

)

・
令

和
4
年

度
当

初
の

医
師

数
　

常
勤

医
師

数
3
3
名

（
前

年
度

比
2
名

減
）

　
初

期
臨

床
研

修
医

1
0
名

（
前

年
度

比
1
名

減
）

　
専

攻
医

3
名

（
う

ち
常

勤
医

師
2
名

）
・

専
攻

医
は

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
幹

病
院

と
連

携
　

し
、

年
度

内
で

延
べ

5
名

受
入

・
医

学
生

オ
ン

ラ
イ

ン
説

明
会

（
R
4
:
6
名

）
・

医
学

生
病

院
見

学
（

R
4
:
2
4
名

）

令
和

５
年

度
（

目
標

）
令

和
４

年
度

（
実

績
）

自
己

評
価

（
総

括
）

目
標

値
（

令
和

７
年

度
）

医 療 機 能 確 保 の 視 点

１
　

急
性

期
医

療
及

び
回

復
期

医
療

　
　

の
提

供

令
和

4
年

度
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

感
染

が
さ

ら
に

拡
大

し
た

た
め

、
前

年
度

と
同

様
に

5
階

東
病

棟
に

コ
ロ

ナ
患

者
等

対
応

病
床

を
1
9
床

確
保

し
、

県
の

入
院

受
入

要
請

に
対

応
し

た
。

外
来

患
者

数
は

、
内

科
常

勤
医

師
の

減
員

や
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

ワ
ク

チ
ン

接
種

人
数

の
減

な
ど

に
よ

り
、

1
日

平
均

外
来

患
者

数
が

前
年

度
対

比
で

3
.
1
人

の
減

。
入

院
患

者
数

は
、

一
般

病
棟

に
お

け
る

コ
ロ

ナ
入

院
患

者
数

の
増

加
及

び
平

均
在

院
日

数
の

延
長

な
ど

に
よ

り
、

1
日

平
均

入
院

患
者

数
が

前
年

度
対

比
で

1
.
2
人

の
増

と
な

っ
た

。
医

業
収

益
は

前
年

度
と

比
較

し
1
6
5
,
4
2
7
千

円
の

増
と

な
っ

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

関
連

の
補

助
金

の
減

額
な

ど
に

よ
り

収
入

全
体

で
は

9
3
,
1
7
1
千

円
の

減
と

な
っ

た
。

医
業

収
益

の
増

収
要

因
と

し
て

は
、

一
般

病
床

に
お

け
る

診
療

単
価

の
増

や
発

熱
外

来
患

者
数

の
増

加
に

よ
り

、
前

年
度

比
較

で
入

院
収

益
が

1
3
3
,
3
8
5
千

円
の

増
、

外
来

収
益

で
1
9
,
4
4
7
千

円
の

増
と

な
っ

た
こ

と
が

あ
げ

ら
れ

る
。

ま
た

、
費

用
に

お
い

て
は

職
員

数
の

減
少

に
伴

う
給

与
費

の
減

な
ど

に
よ

り
、

費
用

全
体

で
は

前
年

度
比

較
で

6
8
,
7
0
4
千

円
の

減
と

な
り

、
収

益
的

収
支

は
9
3
,
4
9
3
千

円
の

純
利

益
を

計
上

し
た

。

令
和

４
年

度
 
取

組
事

項
に

対
す

る
自

己
点

検
・

評
価

基
本

方
針

成
果

重
要

成
功

要
因

令
和

４
年

度
取

組
実

績
（

自
己

評
価

）
成

果
指

標

１
　

地
域

の
中

核
病

院
と

し
て

、
高

度
医

療
や

二
次

救
急

医
療

の
役

割
を

担
い

、
急

性
期

医
療

を
中

心
に

小
児

か
ら

成
人

・
高

齢
者

に
至

る
ま

で
、

幅
広

い
年

代
層

へ
の

医
療

の
提

供
、

ま
た

、
栗

原
地

域
の

災
害

時
に

お
け

る
災

害
拠

点
病

院
と

し
て

の
機

能
、

　
　

さ
ら

に
、

基
幹

型
臨

床
研

修
指

定
病

院
と

し
て

の
役

割
を

担
っ

て
い

ま
す

。

２
　

市
民

が
必

要
な

時
に

“
安

全
”

で
“

安
心

”
で

き
る

医
療

を
提

供
で

き
る

よ
う

に
努

め
る

と
と

も
に

、
市

内
一

次
医

療
機

関
や

近
隣

医
療

機
関

と
の

病
病

連
携

・
病

診
連

携
を

図
り

、
市

民
に

質
の

高
い

適
切

な
医

療
を

安
定

的
に

提
供

し
ま

す
。

現
状

(
令

和
２

年
度

)
令

和
５

年
度

取
組

方
針

（
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
）

区
分

戦
略

目
標

令
和

４
年

度
（

目
標

）

≪
資
料
２
≫

－6－



【
栗
原
中
央
病
院
】

令
和

５
年

度
（

目
標

）
令

和
４

年
度

（
実

績
）

目
標

値
（

令
和

７
年

度
）

成
果

重
要

成
功

要
因

令
和

４
年

度
取

組
実

績
（

自
己

評
価

）
成

果
指

標
現

状
(
令

和
２

年
度

)
令

和
５

年
度

取
組

方
針

（
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
）

区
分

戦
略

目
標

令
和

４
年

度
（

目
標

）

１
　

各
種

指
導

料
管

理
料

等
の

算
定

増
　

　
加

・
各

種
指

導
管

理
料

、
在

宅
療

養
　

指
導

料
の

算
定

増
加

・
地

域
医

療
体

制
確

保
加

算
取

得
（

2
1
,
9
0
6
千

円
）

・
各

種
指

導
料

管
理

加
算

等
の

算
　

定
増

加

・
各

種
指

導
管

理
料

増
加

額
　

H
3
0
：

1
8
,
8
3
4
千

円
　

R
1
:
1
9
,
5
3
5
千

円
　

R
2
:
7
,
7
4
0
千

円

前
年

度
比

7
7
4

万
円

増
収

各
種

指
導

管
理

料
等

の
算

定
増

加

各
種

指
導

管
理

料
等

の
算

定
増

加

各
種

指
導

管
理

料
の

算
定

増
加

R
4
:
1
6
,
2
7
9
千

円

各
種

指
導

管
理

料
等

の
算

定
増

加

・
診

療
単

価
の

増
額

を
目

指
す

　
・

各
種

指
導

料
（

栄
養

、
薬

剤
等

）
の

算
定

　
　

増
加

　
・

医
師

事
務

作
業

補
助

体
制

加
算

　
　

（
4
0
対

1
→

3
0
対

1
）

・
急

性
期

入
院

基
本

料
1
と

入
院

基
　

本
料

等
加

算
の

施
設

基
準

を
維

　
持

し
経

営
安

定
を

図
る

診
療

報
酬

改
定

の
対

応
急

性
期

入
院

基
本

料
1
を

維
持

急
性

期
入

院
基

本
料

1
を

維
持

診
療

報
酬

改
定

の
対

応

急
性

期
入

院
基

本
料

1
を

維
持

急
性

期
入

院
基

本
料

1
を

維
持

・
急

性
期

入
院

基
本

料
1
を

維
持

す
る

　
・

看
護

必
要

度
の

精
度

向
上

　
・

退
院

、
転

棟
調

整
の

強
化

　
・

平
均

在
院

日
数

の
短

縮
と

維
持

診
療

報
酬

改
定

の
対

応

地
域

包
括

ケ
ア

病
棟

入
院

料
2

を
維

持

地
域

包
括

ケ
ア

病
棟

入
院

料
2

を
維

持

・
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
入

院
料

2
を

維
持

す
る

　
減

算
と

な
ら

な
い

よ
う

　
・

一
般

病
棟

か
ら

の
転

棟
と

他
医

療
機

関
、

　
　

自
宅

等
か

ら
の

直
接

入
院

の
調

整
　

・
退

院
調

整
の

強
化

 
 
・

在
宅

医
療

機
関

と
の

連
携

３
　

価
格

交
渉

に
よ

る
経

費
の

削
減

・
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
の

活
用

に
よ

る
　

価
格

交
渉

・
診

療
材

料
医

薬
品

抑
制

　
H
3
0
:
△

2
,
0
9
5
千

円
　

R
1
:
△

1
5
,
4
5
8
千

円
 
 
R
2
:
△

3
5
,
2
3
1
千

円

診
療

材
料

医
薬

品
抑

制
R
2
:

△
3
5
,
2
3
1

千
円

診
療

材
料

医
薬

品
は

予
算

額
に

対
す

る
執

行
額

の
差

額
の

過
去

３
年

平
均

額
以

上
を

削
減

診
療

材
料

医
薬

品
は

予
算

額
に

対
す

る
執

行
額

の
差

額
の

過
去

３
年

平
均

額
以

上
を

削
減

R
4
削

減
額

診
療

材
料

△
1
6
,
8
9
4
千

円
消

耗
品

△
1
,
6
6
6
千

円

診
療

材
料

医
薬

品
は

予
算

額
に

対
す

る
執

行
額

の
差

額
の

過
去

３
年

平
均

額
以

上
を

削
減

・
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
を

活
用

し
た

価
格

交
渉

に
よ

る
　

経
費

の
削

減
・

Ｓ
Ｐ

Ｄ
業

務
の

価
格

交
渉

に
よ

る
診

療
材

料
等

　
の

削
減

４
　

業
務

改
善

に
よ

る
経

費
削

減
・

業
務

改
善

に
よ

る
仕

様
の

見
直

　
し

・
委

託
料

等
の

削
減

　
H
3
0
:
△

1
,
0
4
4
千

円
　

R
1
:
△

8
,
8
2
6
千

円
　

R
2
:
△

1
5
,
2
0
5
千

円

委
託

料
等

の
削

減 R
2
:

△
1
5
,
2
0
5

千
円

工
事

等
の

仕
様

の
見

直
し

に
よ

る
経

費
削

減

工
事

等
の

仕
様

の
見

直
し

に
よ

る
経

費
削

減

R
4
削

減
額

委
託

料
△

1
0
,
9
0
1
千

円

工
事

等
の

仕
様

の
見

直
し

に
よ

る
経

費
削

減

・
電

子
カ

ル
テ

シ
ス

テ
ム

等
サ

ー
バ

ー
な

ど
の

　
更

新
計

画
に

合
わ

せ
た

保
守

業
務

等
の

仕
様

　
見

直
し

に
よ

る
経

費
削

減
。

５
　

長
期

継
続

契
約

に
よ

る
電

気
料

の
　

　
削

減
・

長
期

継
続

契
約

の
実

施
・

長
期

継
続

契
約

の
実

施
な

ど
に

　
よ

り
電

気
料

の
削

減
 
　

△
1
3
,
2
2
4
千

円

長
期

継
続

契
約

の
実

施
な

ど
に

よ
り

電
気

料
の

削
減

長
期

継
続

契
約

の
実

施
な

ど
に

よ
り

電
気

料
の

削
減

長
期

継
続

契
約

の
実

施
な

ど
に

よ
り

電
気

料
の

削
減

電
気

料
+
3
4
,
9
1
2
千

円

長
期

継
続

契
約

の
実

施
な

ど
に

よ
り

電
気

料
の

削
減

・
令

和
5
年

度
以

降
も

継
続

し
て

経
費

削
減

抑
制

　
に

取
り

組
む

財 務 の 視 点

・
各

種
指

導
管

理
料

等
の

算
定

増
加

　
R
1
:
1
9
,
5
3
5
千

円
　

R
2
:
7
,
7
4
0
千

円
　

R
3
:
1
5
,
3
4
7
千

円
　

R
4
:
1
6
,
2
7
9
千

円
・

患
者

サ
ポ

ー
ト

体
制

加
算

　
　

R
4
.
5
月

～
算

定
開

始
　

2
,
4
7
9
千

円
・

入
院

時
支

援
加

算
　

　
R
4
.
6
月

～
算

定
開

始
　

2
9
千

円

・
急

性
期

入
院

基
本

料
1
を

維
持

し
た

　
入

院
施

設
基

準
の

実
績

(
令

和
5
年

3
月

分
)

　
・

常
勤

医
師

数
(
基

準
1
5
人

以
上

)
→

4
3
.
4
人

　
・

看
護

配
置

(
基

準
6
5
人

以
上

)
→

7
2
.
0
人

　
・

看
護

師
比

率
(
基

準
7
割

以
上

)
→

1
0
0
％

　
・

看
護

必
要

度
(
基

準
2
8
％

以
上

)
→

3
0
.
4
％

　
・

平
均

在
院

日
数

(
基

準
1
8
日

以
内

)
→

1
7
日

　
・

自
宅

等
退

院
割

合
(
基

準
8
割

以
上

)
→

9
4
.
8
％

・
価

格
交

渉
に

よ
る

診
療

材
料

の
削

減
　

R
2
 
△

1
2
,
3
4
3
千

円
、

R
3
 
△

5
,
2
8
2
千

円
　

R
4
 
△

1
6
,
8
9
4
千

円
・

価
格

交
渉

に
よ

る
消

耗
品

の
削

減
　

R
2
 
△

4
2
4
千

円
、

R
3
 
△

1
,
9
6
7
千

円
　

R
4
 
△

1
,
6
6
6
千

円

・
サ

ー
バ

ー
保

守
業

務
の

仕
様

見
直

し
に

よ
る

　
委

託
料

の
削

減
　

R
4
 
△

1
0
,
9
0
1
千

円

・
令

和
2
年

度
1
0
月

か
ら

長
期

継
続

契
約

に
変

更
し

 
 
た

こ
と

に
よ

り
、

基
本

料
金

に
お

い
て

は
削

減
 
 
効

果
が

あ
っ

た
も

の
の

、
発

電
燃

料
費

の
高

騰
 
 
に

よ
る

燃
料

費
調

整
額

の
プ

ラ
ス

調
整

に
よ

 
 
り

、
電

気
料

金
全

体
で

は
増

額
と

な
っ

て
い

 
 
る

。

２
　

急
性

期
入

院
料

1
の

維
持

・
急

性
期

入
院

料
１

の
維

持
に

よ
　

る
収

入
確

保

・
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
入

院
料

2
を

維
持

し
た

　
入

院
施

設
基

準
の

実
績

(
令

和
5
年

3
月

分
)

　
・

一
般

病
棟

か
ら

の
転

棟
(
基

準
6
0
％

未
満

)
　

　
→

4
6
.
0
5
％

　
・

自
宅

等
か

ら
の

入
院

(
基

準
2
0
％

以
上

)
　

　
→

4
6
.
9
8
％

　
・

自
宅

等
か

ら
の

緊
急

入
院

(
基

準
9
人

以
上

)
　

　
→

5
2
人

(
前

3
か

月
間

)
　

・
看

護
必

要
度

(
基

準
1
2
％

以
上

)
→

2
5
.
1
％

　
・

自
宅

等
退

院
割

合
(
基

準
7
2
.
5
％

以
上

)
　

　
→

7
6
.
4
％

　
・

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

提
供

　
　

(
基

準
2
単

位
以

上
)
→

2
.
3
1
単

位
　

・
在

宅
復

帰
率

(
基

準
7
2
.
5
％

以
上

)
　

　
→

7
8
.
2
9
％
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【
栗
原
中
央
病
院
】

令
和

５
年

度
（

目
標

）
令

和
４

年
度

（
実

績
）

目
標

値
（

令
和

７
年

度
）

成
果

重
要

成
功

要
因

令
和

４
年

度
取

組
実

績
（

自
己

評
価

）
成

果
指

標
現

状
(
令

和
２

年
度

)
令

和
５

年
度

取
組

方
針

（
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
）

区
分

戦
略

目
標

令
和

４
年

度
（

目
標

）

１
　

医
療

の
標

準
化

と
チ

ー
ム

医
療

の
　

　
推

進

・
結

核
地

域
連

携
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
　

ス
を

開
催

・
感

染
対

策
チ

ー
ム

、
糖

尿
病

　
チ

ー
ム

N
S
T
活

動

・
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

の
推

進
（

R
2
：

2
5
.
0
％

）

4
4
種

類
の

検
査

・
治

療
で

使
用

毎
年

2
種

類
の

検
査

・
治

療
で

新
規

作
成

2
種

類
の

検
査

・
治

療
で

新
規

作
成

新
規

0
種

類
(
4
5
種

類
)

2
種

類
の

検
査

・
治

療
で

新
規

作
成

・
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

で
新

規
2
種

類
作

成
の

取
組

　
実

施
・

結
核

地
域

連
携

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

開
催

・
感

染
対

策
チ

ー
ム

、
糖

尿
病

チ
ー

ム
N
S
T
活

動

２
　

医
療

の
質

と
安

全
の

向
上

・
医

療
安

全
対

策
チ

ー
ム

に
よ

る
　

職
場

ラ
ウ

ン
ド

と
全

自
病

医
療

　
の

質
公

表
事

業
へ

の
参

加
（

H
2
8
年

～
）

に
よ

る
医

療
安

全
の

　
推

進

医
療

安
全

対
策

チ
ー

ム
に

よ
る

職
場

ラ
ウ

ン
ド

（
月

１
回

）

全
自

病
医

療
の

質
公

表
事

業
に

参
加

中

医
療

安
全

対
策

チ
ー

ム
に

よ
る

職
場

ラ
ウ

ン
ド

を
週

１
回

以
上

継
続

す
る

全
自

病
医

療
の

質
公

表
事

業
に

参
加

継
続

医
療

安
全

対
策

チ
ー

ム
に

よ
る

職
場

ラ
ウ

ン
ド

を
週

１
回

以
上

継
続

す
る

全
自

病
医

療
の

質
公

表
事

業
に

参
加

継
続

目
標

ど
お

り

医
療

安
全

対
策

チ
ー

ム
に

よ
る

職
場

ラ
ウ

ン
ド

を
週

１
回

以
上

継
続

す
る

全
自

病
医

療
の

質
公

表
次

号
に

参
加

継
続

・
医

療
安

全
対

策
チ

ー
ム

に
よ

る
職

場
ラ

ウ
ン

ド
　

を
週

１
回

以
上

継
続

す
る

。
・

全
自

病
医

療
質

公
表

事
業

に
参

加
継

続
し

医
療

　
の

質
の

向
上

に
努

め
る

。

・
勤

務
管

理
・

出
退

勤
打

刻
シ

ス
　

テ
ム

の
導

入
に

よ
る

働
き

方
改

　
革

へ
の

対
応

・
時

間
外

勤
務

の
削

減
未

整
備

シ
ス

テ
ム

の
導

入
運

用
開

始
運

用
中

運
用

中

・
勤

務
管

理
シ

ス
テ

ム
の

時
間

外
労

働
時

間
の

　
デ

ー
タ

を
活

用
し

、
医

師
労

働
時

間
短

縮
計

　
画

の
進

捗
を

管
理

す
る

。

・
内

部
情

報
シ

ス
テ

ム
（

M
y

　
W
e
b
）

の
見

直
し

に
よ

る
事

務
シ

　
ス

テ
ム

の
強

化
・

時
間

外
勤

務
の

削
減

内
部

情
報

シ
ス

テ
ム

の
更

新
検

討
検

討
検

討

・
院

内
で

の
検

討
協

議
を

踏
ま

え
た

内
部

情
報

　
シ

ス
テ

ム
更

新
方

針
の

決
定

｡

４
　

患
者

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
・

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

面
会

対
応

（
R
2
：

4
0
件

）
・

患
者

満
足

度
の

向
上

院
内

フ
リ

ー
W
i
f
i
の

設
置

整
備

・
運

用
開

始
ｵ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
面

会
5
7
件

運
用

中

・
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
面

会
対

応
の

継
続

・
入

院
案

内
窓

口
へ

の
専

従
職

員
配

置
に

よ
る

患
　

者
サ

ポ
ー

ト
加

算
の

取
組

み
を

継
続

。

５
　

院
内

機
能

強
化

・
院

内
設

備
の

浸
水

対
策

を
検

　
討

・
整

備
し

、
災

害
時

の
医

療
　

機
能

を
確

保
す

る
。

・
１

階
医

事
課

隣
室

に
設

置
し

て
　

い
る

常
駐

端
末

を
２

階
へ

移
動

１
階

常
駐

端
末

の
移

動
整

備
移

動
準

備
対

策
整

備
移

動
作

業
対

策
整

備

・
電

子
カ

ル
テ

シ
ス

テ
ム

等
サ

ー
バ

ー
の

更
新

　
作

業
と

合
わ

せ
て

1
階

医
事

課
隣

室
の

常
駐

　
端

末
を

2
階

に
移

動
す

る
。

・
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
の

強
化

業 務 プ ロ セ ス の 視 点

・
医

療
安

全
対

策
チ

ー
ム

に
よ

る
職

場
ラ

ウ
ン

ド
　

を
週

１
回

以
上

継
続

し
て

実
施

し
、

医
療

安
全

　
の

向
上

に
努

め
た

。
・

全
自

病
医

療
の

質
公

表
事

業
に

参
加

継
続

し
医

　
療

の
質

の
向

上
に

努
め

た
。

・
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
面

会
対

応
（

R
3
:
4
7
件

　
R
4
:
5
7
件

）
・

入
院

案
内

窓
口

へ
の

専
従

職
員

配
置

に
よ

る
患

　
者

サ
ポ

ー
ト

加
算

の
取

得
。

・
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

は
コ

ロ
ナ

対
応

の
た

め
に

新
　

規
作

成
で

き
ず

、
4
5
種

類
で

継
続

・
結

核
地

域
連

携
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
開

催
・

感
染

対
策

チ
ー

ム
、

糖
尿

病
チ

ー
ム

N
S
T
活

動

・
１

階
医

事
課

隣
室

の
常

駐
端

末
の

移
動

準
備

・
浸

水
対

策
備

品
の

整
備

（
浸

水
防

止
用

品
）

・
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
の

強
化

　
（

遠
隔

地
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
の

開
始

な
ど

）

・
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
と

し
て

の
内

部
　

情
報

シ
ス

テ
ム

の
活

用
を

継
続

し
て

検
討

す
る

　
こ

と
と

し
た

｡

３
　

院
内

シ
ス

テ
ム

の
充

実

・
勤

務
管

理
シ

ス
テ

ム
の

時
間

外
労

働
時

間
の

　
デ

ー
タ

を
活

用
し

、
医

師
労

働
時

間
短

縮
計

　
画

の
進

捗
を

管
理

し
た

。
・

時
間

外
勤

務
申

請
の

シ
ス

テ
ム

化
に

よ
り

事
務

　
職

員
の

作
業

時
間

を
短

縮
し

た
。
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【
栗
原
中
央
病
院
】

令
和

５
年

度
（

目
標

）
令

和
４

年
度

（
実

績
）

目
標

値
（

令
和

７
年

度
）

成
果

重
要

成
功

要
因

令
和

４
年

度
取

組
実

績
（

自
己

評
価

）
成

果
指

標
現

状
(
令

和
２

年
度

)
令

和
５

年
度

取
組

方
針

（
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
）

区
分

戦
略

目
標

令
和

４
年

度
（

目
標

）

・
看

護
協

会
認

定
看

護
管

理
者

教
　

育
課

程

認
定

看
護

管
理

者
の

育
成

　
２

名

サ
ー

ド
レ

ベ
ル

１
名

フ
ァ

ー
ス

ト
レ

ベ
ル

２
名

セ
カ

ン
ド

レ
ベ

ル
１

名
サ

ー
ド

レ
ベ

ル
１

名

フ
ァ

ー
ス

ト
レ

ベ
ル

１
名

セ
カ

ン
ド

レ
ベ

ル
１

～
２

名

・
看

護
協

会
認

定
看

護
管

理
者

教
育

課
程

　
　

ﾌ
ｧ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
1
名

、
ｾ
ｶ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
1
～

2
名

・
緩

和
ケ

ア
認

定
看

護
師

資
格

の
　

取
得

　
1
人

・
認

定
看

護
管

理
者

 
1
人

認
定

看
護

師
の

育
成

　
各

１
名

認
知

症
看

護
認

定
看

護
師

　
１

名
な

し

緩
和

ケ
ア

認
定

看
護

師
　

１
名

・
緩

和
ケ

ア
認

定
看

護
師

教
育

機
関

の
受

講
 
1
名

・
看

護
研

修
学

校
特

定
行

為
研

修
受

講
　

1
名

・
認

定
看

護
師

の
離

職
対

策
を

踏
ま

え
、

育
成

計
　

画
や

育
成

方
法

を
見

直
す

。

・
認

知
症

対
応

能
力

向
上

研
修

の
　

受
講

　
2
人

/
年

認
知

症
対

応
能

力
向

上
研

修
２

名
/
年

認
知

症
対

応
能

力
向

上
研

修
２

名
/
年

認
知

症
対

応
能

力
向

上
研

修
２

名

認
知

症
対

応
能

力
向

上
研

修
２

名
/
年

・
認

知
症

対
応

能
力

向
上

研
修

の
受

講
　

看
護

師
2
名

・
が

ん
緩

和
ケ

ア
研

修
　

5
人

/
年

が
ん

緩
和

ケ
ア

研
修

　
5
人

が
ん

緩
和

ケ
ア

研
修

　
5
人

な
し

が
ん

緩
和

ケ
ア

研
修

　
5
人

・
例

年
は

、
県

内
開

催
の

が
ん

緩
和

ケ
ア

研
修

会
　

に
参

加
し

て
い

た
が

、
範

囲
を

広
げ

近
隣

県
で

　
の

研
修

会
も

視
野

に
入

れ
て

受
講

を
促

し
、

５
　

名
の

受
講

を
目

標
と

す
る

。
・

医
師

以
外

の
受

講
も

推
進

す
る

。

・
が

ん
リ

ハ
ビ

リ
研

修
　

5
人

/
年

が
ん

リ
ハ

ビ
リ

研
修

　
5
人

が
ん

リ
ハ

ビ
リ

研
修

　
5
人

な
し

が
ん

リ
ハ

ビ
リ

研
修

　
5
人

・
が

ん
リ

ハ
ビ

リ
研

修
の

受
講

　
医

師
、

看
護

師
、

コ
メ

デ
ィ

カ
ル

で
１

チ
ー

ム
　

を
組

み
、

1
0
名

受
講

を
目

指
す

。

各
種

研
修

参
加

各
種

研
修

参
加

・
認

知
症

サ
ポ

ー
ト

医
　

1
名

・
臨

床
研

修
指

導
医

講
習

　
2
名

・
結

核
に

関
わ

る
保

健
師

・
看

護
師

等
基

礎
実

践
　

コ
ー

ス
　

3
名

・
心

臓
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

指
導

士
　

3
名

・
医

療
対

話
　

2
名

・
実

習
指

導
者

研
修

　
1
名

・
看

護
必

要
度

　
1
0
名

・
宮

城
県

糖
尿

病
療

養
指

導
士

　
1
0
名

・
が

ん
薬

物
療

法
研

修
　

3
名

・
N
S
T
専

門
療

法
士

実
地

修
練

　
1
名

・
特

定
行

為
に

係
る

看
護

師
の

研
修

　
2
名

・
コ

メ
デ

ィ
カ

ル
部

門
（

臨
床

検
査

技
師

、
診

療
　

放
射

線
技

師
）

の
タ

ス
ク

・
シ

フ
ト

／
シ

ェ
ア

　
に

関
す

る
講

習
会

の
受

講

・
認

知
症

サ
ポ

ー
ト

医
　

1
名

・
臨

床
研

修
指

導
医

講
習

　
2
名

・
結

核
に

関
わ

る
保

健
師

・
看

護
師

等
基

礎
実

践
　

コ
ー

ス
　

5
名

・
医

療
対

話
　

3
名

・
実

習
指

導
者

研
修

　
1
名

・
看

護
必

要
度

　
3
5
名

・
宮

城
県

糖
尿

病
療

養
指

導
士

　
3
名

・
栄

養
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

専
門

療
法

士
臨

床
実

地
　

修
練

　
薬

剤
師

　
1
名

・
肝

炎
医

療
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
　

2
名

・
人

生
の

最
終

段
階

　
2
名

・
が

ん
薬

物
療

法
研

修
　

3
名

・
コ

メ
デ

ィ
カ

ル
部

門
（

臨
床

検
査

技
師

、
診

療
　

放
射

線
技

師
）

の
タ

ス
ク

・
シ

フ
ト

／
シ

ェ
ア

　
に

関
す

る
講

習
会

の
受

講
　

　
臨

床
検

査
技

師
　

5
名

・
コ

ロ
ナ

対
応

で
研

修
参

加
で

き
ず

、
実

績
な

し

・
コ

ロ
ナ

対
応

で
研

修
参

加
で

き
ず

、
実

績
な

し

・
認

知
症

対
応

能
力

向
上

研
修

受
講

　
医

師
1
名

　
看

護
師

2
名

・
コ

ロ
ナ

対
応

で
研

修
参

加
で

き
ず

、
実

績
な

し

・
看

護
協

会
認

定
看

護
管

理
者

教
育

課
程

修
了

　
ﾌ
ｧ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
2
名

、
ｾ
ｶ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
1
名

、
　

ｻ
ｰ
ﾄ
ﾞ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
1
名

学 習 と 成 長 の 視 点

１
　

職
員

の
専

門
性

の
向

上
・

研
修

の
充

実
、

専
門

医
等

の
資

格
取

得
や

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

の
支

援

－9－



【
若
柳
病
院
】
 
 

病
院

名
若

柳
病

院

・
地

域
医

療
機

関
及

び
地

域
介

護
　

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
と

の
連

携
を

　
強

め
る

。
（

地
域

包
括

ケ
ア

シ
　

ス
テ

ム
の

推
進

）

・
医

療
機

関
及

び
介

護
サ

ー
ビ

ス
　

事
業

所
と

の
連

携
施

設
数

1
5
施

設
2
0
施

設
2
0
施

設
2
8
施

設
2
5
施

設

・
2
5
施

設
以

上
と

の
連

携
を

取
り

、
地

域
包

括
 
 
ケ

ア
の

推
進

を
図

る
。

・
連

携
施

設
を

増
や

す
こ

と
に

よ
　

り
、

地
域

包
括

ケ
ア

病
床

及
び

　
療

養
病

床
へ

の
入

院
受

入
れ

を
　

強
化

す
る

。

・
受

入
れ

患
者

数
（

月
）

1
.
8
人

６
人

６
人

６
人

６
人

・
依

頼
の

あ
る

症
例

に
つ

い
て

は
施

設
と

連
　

携
し

、
市

内
の

人
は

積
極

的
に

受
け

入
れ

 
 
る

。
近

隣
の

市
外

か
ら

の
依

頼
に

つ
い

て
も

 
 
受

け
入

れ
て

い
く

。

２
　

医
療

ス
タ

ッ
フ

の
招

へ
い

・
常

勤
医

の
高

齢
化

が
進

行
し

て
　

い
る

た
め

、
医

師
の

招
へ

い
が

　
喫

緊
の

課
題

と
な

っ
て

い
る

。
・

医
師

招
へ

い
人

数
常

勤
医

4
人

常
勤

医
5
人

常
勤

医
1
人

採
用 （

計
5
人

）

常
勤

医
1
人

採
用

、
1
人

退
職

（
計

4
人

）

常
勤

医
1
人

採
用 （

計
5
人

）

・
内

科
常

勤
医

1
名

の
招

へ
い

を
引

き
続

き
行

 
 
う

。

３
　

在
宅

診
療

の
維

持
・

高
齢

化
が

進
む

な
か

、
在

宅
診

　
療

の
位

置
付

け
が

高
ま

っ
て

い
　

る
。

・
在

宅
診

療
利

用
者

数
１

３
２

人
１

３
５

人
１

３
５

人
１

２
２

人
１

３
５

人

・
在

宅
診

療
を

希
望

す
る

地
域

住
民

の
要

望
に

 
 
応

え
な

が
ら

、
目

標
人

数
を

目
指

す
。

４
　

救
急

患
者

受
入

れ
要

請
へ

の
対

応
・

救
急

患
者

の
受

入
れ

体
制

を
確

　
保

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
応

需
率

7
9
%

8
0
%

8
0
%

5
1
.
1
1
%

8
0
%

・
栗

原
中

央
病

院
や

大
崎

市
民

病
院

と
連

携
し

 
 
な

が
ら

、
進

め
て

い
く

。

１
　

地
域

包
括

ケ
ア

病
棟

の
導

入
・

地
域

包
括

ケ
ア

病
床

の
特

性
を

　
生

か
し

、
入

院
患

者
数

を
増

や
　

す
必

要
が

あ
る

。
・

病
床

利
用

率
5
6
.
6
0
%

8
3
%

8
2
.
2
%

6
1
.
8
%

8
0
.
0
%

・
各

医
療

機
関

と
連

携
を

図
り

な
が

ら
、

地
域

 
 
包

括
ケ

ア
病

棟
に

該
当

す
る

患
者

を
積

極
的

 
 
に

受
け

入
れ

て
い

く
。

２
　

病
床

数
の

見
直

し
・

病
床

数
の

見
直

し
に

よ
り

、
特

　
定

疾
患

療
養

管
理

料
の

算
定

増
　

が
行

え
る

よ
う

に
な

る
。

・
算

定
額

（
特

定
疾

患
療

養
管

理
料

）
0
円

1
7
,
4
9
6
千

円
1
7
,
4
9
6
千

円
2
3
,
3
1
7
千

円
1
7
,
4
9
6
千

円

・
病

名
と

薬
の

確
認

を
行

い
、

特
定

疾
患

療
養

　
管

理
料

の
算

定
を

行
う

。

３
　

医
療

事
務

作
業

補
助

の
配

置
・

医
師

事
務

補
助

員
を

配
置

し
、

　
医

師
の

業
務

軽
減

を
図

る
。

・
算

定
額

（
医

師
事

務
作

業
補

助
体

制 　
加

算
）

0
円

2
,
7
2
5
千

円
2
,
7
2
5
千

円
3
,
7
2
6
千

円
2
,
7
2
5
千

円

・
前

年
度

同
様

、
書

類
作

成
や

ト
レ

ー
シ

ン
グ

 
 
レ

ポ
ー

ト
の

対
応

、
在

宅
医

療
の

同
行

を
行

 
 
い

、
コ

メ
デ

ィ
カ

ル
と

協
力

し
、

医
師

の
負

 
 
担

軽
減

に
努

め
る

。

４
　

入
退

院
支

援
加

算
の

上
位

取
得

・
地

域
包

括
ケ

ア
病

床
導

入
に

伴
　

い
、

入
退

院
支

援
を

強
化

す
る

　
必

要
が

あ
る

。
・

算
定

額
（

入
退

院
支

援
加

算
）

6
3
0
千

円
1
,
6
5
2
千

円
1
,
6
5
2
千

円
9
6
4
千

円
1
,
6
5
2
千

円

・
関

連
施

設
と

連
携

を
図

り
、

入
退

院
支

援
加

　
算

1
の

算
定

を
行

う
。

５
 
長

期
継

続
契

約
に

よ
る

電
気

料
の

　
 
削

減
・

電
気

料
の

削
減

を
行

っ
て

い
　

く
。

・
電

気
料

の
削

減
額

0
円

△
9
7
5
千

円
△

9
7
5
千

円
+
1
4
,
0
1
2
千

円
+
1
2
,
0
0
0
千

円
・

不
要

な
照

明
の

消
灯

や
空

調
温

度
の

適
正

管
 
 
理

等
に

よ
り

電
気

料
の

削
減

を
図

る
。

６
　

業
務

改
善

の
見

直
し

に
よ

る
削

減
・

設
備

更
新

に
よ

る
修

繕
費

の
削

　
減

を
行

っ
て

い
く

。
・

修
繕

費
の

削
減

額
3
,
0
5
8
千

円
△

1
,
5
0
0
千

円
△

1
,
0
0
0
千

円
△

3
,
0
5
8
千

円
△

1
,
5
0
0
千

円

・
1
,
5
0
0
千

円
の

削
減

を
目

標
と

す
る

。
・

計
画

的
に

設
備

更
新

を
実

施
し

た
こ

と
に

よ
 
 
り

3
,
0
5
8
千

円
の

削
減

実
績

と
な

っ
た

。

・
外

科
医

師
の

長
期

病
休

や
コ

ロ
ナ

感
染

拡
大

 
 
に

よ
り

入
院

患
者

数
が

減
少

し
、

目
標

値
を

 
 
下

回
っ

た
。

・
算

定
対

象
患

者
数

が
増

加
し

た
。

・
書

類
作

成
や

ト
レ

ー
シ

ン
グ

レ
ポ

ー
ト

の
対

 
 
応

、
在

宅
医

療
に

同
行

し
、

医
師

の
負

担
軽

 
 
減

に
努

め
た

。

・
令

和
4
年

7
月

か
ら

入
退

院
支

援
加

算
1
を

算
 
 
定

開
始

し
た

。

・
電

気
料

金
の

高
騰

に
よ

り
削

減
で

き
な

か
っ

 
 
た

。

基
本

方
針

自
己

評
価

（
総

括
）

令
和

４
年

度
は

外
科

医
師

の
長

期
病

休
等

や
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

拡
大

に
よ

り
、

病
床

利
用

率
が

前
年

度
と

比
較

し
6
.
6
％

の
減

、
１

日
平

均
入

院
患

者
数

は
6
.
0
人

の
減

と
な

っ
た

。
ま

た
、

外
来

患
者

数
に

つ
い

て
も

１
日

平
均

3
5
.
0
人

の
減

と
な

っ
た

。
病

院
事

業
収

益
は

前
年

度
と

比
較

し
、

1
0
5
,
2
5
5
千

円
の

減
と

な
っ

た
。

主
な

要
因

と
し

て
は

、
入

院
患

者
数

の
減

少
に

よ
る

入
院

収
益

6
7
,
7
7
2
千

円
の

減
や

外
来

収
益

5
0
,
5
6
4
千

円
の

減
な

ど
が

挙
げ

ら
れ

る
。

病
院

事
業

費
用

は
前

年
度

と
比

較
し

、
1
0
2
,
2
7
9
千

円
の

減
と

な
っ

た
。

主
な

要
因

と
し

て
は

、
給

与
費

5
4
,
5
9
7
千

円
の

減
、

材
料

費
4
2
,
3
4
0
千

円
の

減
な

ど
が

挙
げ

ら
れ

る
。

成
果

指
標

・
施

設
等

へ
の

積
極

的
な

働
き

か
け

を
行

っ
 
 
た

。

医 療 機 能 確 保 の 視 点

１
　

地
域

医
療

機
関

と
の

連
携

強
化

・
依

頼
の

あ
っ

た
症

例
に

つ
い

て
は

、
積

極
的

 
 
に

受
け

入
れ

を
行

っ
た

。

・
常

勤
医

5
人

以
上

を
目

標
と

し
て

お
り

、
今

 
 
年

度
は

常
勤

医
1
人

の
招

へ
い

を
行

っ
た

 
 
が

、
1
人

依
願

退
職

と
な

り
人

数
は

現
状

維
 
 
持

（
常

勤
医

4
名

）
。

・
コ

ロ
ナ

感
染

拡
大

等
に

よ
り

、
在

宅
診

療
を

 
 
希

望
す

る
患

者
数

が
目

標
値

を
下

回
っ

た
。

・
外

科
医

師
の

長
期

病
休

や
コ

ロ
ナ

感
染

拡
大

 
 
に

よ
り

入
院

患
者

数
が

減
少

し
、

目
標

値
を

 
 
下

回
っ

た
。

財 務 の 視 点

令
和

４
年

度
 
取

組
事

項
に

対
す

る
自

己
点

検
・

評
価

「
生

活
医

療
圏

」
の

中
で

の
医

療
の

提
供

、
そ

の
た

め
の

「
地

域
密

着
型

慢
性

期
医

療
」

の
基

幹
病

院
と

し
て

、
ま

た
、

在
宅

医
療

・
訪

問
看

護
・

介
護

支
援

の
拠

点
と

し
て

、
中

核
病

院
・

地
域

診
療

所
等

と
の

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
初

期
診

療
に

お
け

る
総

合
的

な
判

断
と

診
療

を
行

い
、

救
急

に
つ

い
て

は
一

次
救

急
は

も
と

よ
り

、
可

能
な

限
り

の
二

次
救

急
を

行
い

、
地

域
住

民
に

信
頼

さ
れ

る
病

院
を

目
指

し
ま

す
。

戦
略

目
標

成
果

重
要

成
功

要
因

現
状

（
令

和
２

年
度

）

令
和

５
年

度
取

組
方

針
（

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

）
区

分
目

標
値

（
令

和
７

年
度

）

令
和

４
年

度
（

目
標

）
令

和
４

年
度

（
実

績
）

令
和

５
年

度
（

目
標

）
令

和
４

年
度

取
組

実
績

（
自

己
評

価
）
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成
果

指
標

戦
略

目
標

成
果

重
要

成
功

要
因

現
状

（
令

和
２

年
度

）

令
和

５
年

度
取

組
方

針
（

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

）
区

分
目

標
値

（
令

和
７

年
度

）

令
和

４
年

度
（

目
標

）
令

和
４

年
度

（
実

績
）

令
和

５
年

度
（

目
標

）
令

和
４

年
度

取
組

実
績

（
自

己
評

価
）

１
　

地
域

医
療

研
修

受
入

れ
の

充
実

・
栗

原
中

央
病

院
、

仙
台

医
療

セ
　

ン
タ

ー
、

医
療

機
能

推
進

機
構

　
仙

台
病

院
か

ら
の

研
修

医
受

入
　

れ
を

継
続

し
て

い
く

。

・
受

入
人

数
３

名
５

名
５

名
３

名
５

名

・
仙

台
医

療
セ

ン
タ

ー
３

名
・

J
C
H
O
仙

台
病

院
　

 
 
１

名
・

栗
原

中
央

病
院

　
　

１
名

２
　

中
高

生
の

体
験

学
習

受
入

れ

・
中

高
生

の
職

場
体

験
学

習
や

ふ
　

れ
あ

い
看

護
体

験
の

積
極

的
な

　
受

け
入

れ
を

強
化

し
、

将
来

の
　

人
材

確
保

に
努

め
る

。

・
受

入
人

数
未

実
施

１
０

名
１

０
名

３
名

８
名

程
度

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
が

５
類

に
 
 
な

っ
た

こ
と

も
あ

り
、

状
況

に
合

わ
せ

て
受

 
 
け

入
れ

を
予

定
し

て
い

る
。

３
　

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

実
習

生
受

　
　

入
れ

・
大

学
・

専
門

学
校

か
ら

の
リ

ハ
　

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

実
習

生
を

　
受

け
入

れ
、

将
来

の
人

材
確

保
　

に
努

め
る

。

・
受

入
人

数
１

２
名

８
名

８
名

６
名

７
名

・
理

学
療

法
学

科
、

作
業

療
法

学
科

よ
り

合
計

 
 
７

名
の

受
け

入
れ

を
予

定
。

４
　

褥
瘡

院
内

ラ
ウ

ン
ド

の
実

施
・

褥
瘡

を
有

す
る

入
院

患
者

の
多

　
職

種
に

よ
る

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
　

を
行

う
。

・
回

数
/
月

１
回

１
回

１
回

１
回

１
回

・
患

者
の

状
態

な
ど

考
慮

し
、

必
要

な
人

員
で

　
月

に
1
回

ラ
ウ

ン
ド

を
し

、
委

員
会

で
評

価
　

を
行

う
。

・
看

護
協

会
認

定
看

護
管

理
者

教
　

育
課

程
　

ﾌ
ｧ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
 
２

人
　

ｾ
ｶ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
 
1
人

・
受

講
人

数
３

人
３

人
３

人
２

人
２

人

・
認

定
看

護
管

理
者

教
育

課
程

　
フ

ァ
ー

ス
ト

レ
ベ

ル
 
１

人
　

セ
カ

ン
ド

レ
ベ

ル
 
１

人

・
全

国
自

治
体

病
院

学
会

で
の

発
　

表
を

行
う

。
・

発
表

数
１

演
題

１
演

題
１

演
題

コ
ロ

ナ
に

よ
り

不
参

加
１

演
題

・
全

国
自

治
体

病
院

学
会

へ
演

題
申

し
込

み
予

　
定

（
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

学
会

に
も

演
題

　
申

し
込

み
予

定
）

。

・
認

知
症

対
応

能
力

向
上

研
修

の
　

受
講

・
受

講
人

数
２

人
２

人
２

人
１

人
２

人

・
受

講
者

２
人

を
予

定
。

　
認

知
症

ケ
ア

の
向

上
に

取
り

組
む

予
定

。

・
医

療
安

全
管

理
者

養
成

研
修

の
　

受
講

・
受

講
人

数
２

人
２

人
２

人
０

人
１

人

・
受

講
者

１
人

を
予

定
。

　
医

療
安

全
活

動
推

進
の

た
め

研
修

修
了

者
を

　
増

や
し

て
い

く
。

・
退

院
支

援
看

護
職

育
成

研
修

の
　

受
講

・
受

講
人

数
２

人
２

人
２

人
１

人
１

人

・
受

講
者

１
人

を
予

定
。

　
退

院
後

の
生

活
を

見
据

え
た

入
退

院
支

援
を

 
 
推

進
し

て
い

く
。

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
感

染
拡

大
の

 
 
た

め
不

参
加

。

・
１

名
修

了
。

・
令

和
４

年
１

月
か

ら
リ

ス
ク

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

 
 
を

置
き

活
動

し
て

い
る

。
後

進
育

成
の

た
め

 
 
今

後
も

研
修

参
加

者
を

増
や

し
て

い
く

。

・
１

人
修

了
し

、
病

棟
で

退
院

支
援

に
学

ん
だ

 
 
こ

と
を

活
用

し
て

い
る

。

・
仙

台
医

療
セ

ン
タ

ー
２

名
（

申
し

込
み

は
３

 
 
名

だ
っ

た
が

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

 
 
院

内
感

染
に

よ
り

１
名

辞
退

）
・

J
C
H
O
仙

台
病

院
　

 
 
１

名

・
迫

桜
高

校
３

名
の

職
場

体
験

学
習

は
新

型
コ

 
 
ロ

ナ
の

院
内

感
染

の
時

期
と

重
な

っ
た

た
 
 
め

、
電

話
で

の
対

応
と

な
っ

た
。

・
ふ

れ
あ

い
看

護
体

験
に

つ
い

て
は

岩
ケ

崎
高

 
 
校

２
名

の
申

し
込

み
が

あ
っ

た
が

実
施

で
き

 
 
な

か
っ

た
。

・
理

学
療

法
学

科
よ

り
３

名
・

作
業

療
法

学
科

よ
り

３
名

・
月

に
1
回

、
多

職
種

で
ラ

ウ
ン

ド
し

、
カ

ン
 
 
フ

ァ
レ

ン
ス

を
実

施
し

た
。

・
認

定
看

護
管

理
者

教
育

課
程

　
フ

ァ
ー

ス
ト

レ
ベ

ル
 
１

人
　

サ
ー

ド
レ

ベ
ル

 
１

人

学 習 と 成 長 の 視 点

１
　

職
員

の
専

門
性

の
向

上
　

（
職

員
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

）

業 務 プ ロ セ ス の 視 点
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病
院

名
栗

駒
病

院

１
　

地
域

住
民

に
お

け
る

生
命

の
尊

重
と

個
人

の
尊

厳
を

重
視

し
た

、
保

健
・

医
療

・
福

祉
の

一
体

的
な

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
を

目
指

し
、

地
域

か
ら

信
頼

さ
れ

る
病

院
を

目
指

し
ま

す
。

２
　

地
域

の
中

核
病

院
で

あ
る

栗
原

中
央

病
院

の
サ

テ
ラ

イ
ト

と
し

、
初

期
診

療
を

ベ
ー

ス
に

、
近

隣
の

病
院

・
診

療
所

、
保

健
福

祉
施

設
等

と
の

連
携

と
機

能
分

担
を

図
り

、
か

か
り

つ
け

医
に

よ
る

在
宅

医
療

の
推

進
等

の
強

化
を

図
り

ま
す

。

１
　

地
域

医
療

機
関

と
の

連
携

強
化

・
地

域
の

開
業

医
と

の
連

携
か

　
ら

、
月

2
回

の
当

直
や

週
1
回

の
　

診
療

協
力

を
え

て
い

る
。

・
協

力
い

た
だ

く
医

師
数

2
人

2
人

2
人

2
人

2
人

・
今

年
度

も
同

様
の

協
力

を
得

る
。

２
　

病
棟

機
能

の
維

持
・

病
床

機
能

及
び

適
正

病
床

数
の

　
検

討
に

よ
る

病
棟

再
編

（
療

養
　

病
棟

の
み

の
4
5
床

）
を

実
施

。
・

病
床

利
用

率
9
0
%

9
0
%

9
2
.
2
0
%

9
0
%

・
今

年
度

も
目

標
達

成
で

き
る

よ
う

、
積

極
的

に
　

入
院

患
者

を
受

け
入

れ
る

。

３
　

医
療

ス
タ

ッ
フ

の
招

へ
い

・
継

続
的

に
医

師
招

へ
い

活
動

を
　

行
っ

て
い

る
が

、
今

後
も

常
勤

　
医

師
の

確
保

を
図

っ
て

い
く

。
・

常
勤

医
師

招
へ

い
人

数
常

勤
医

2
人

常
勤

医
3
人

常
勤

医
3
人

常
勤

医
1
人

増
（

計
3
人

）
常

勤
医

3
人

・
新

た
な

常
勤

医
師

確
保

の
た

め
、

今
後

も
医

師
　

招
へ

い
活

動
に

努
め

る
。

・
令

和
６

年
度

ま
で

に
常

勤
医

師
１

人
増

の
３

人
　

を
目

標
と

し
て

い
た

が
、

令
和

４
年

度
に

達
成

　
で

き
た

の
で

、
令

和
５

年
度

以
降

も
３

人
以

上
　

の
体

制
を

継
続

し
て

い
く

。

４
　

訪
問

診
療

の
推

進

・
地

域
の

基
幹

病
院

と
し

て
、

通
　

院
が

難
し

い
患

者
や

家
族

の
負

　
担

を
軽

減
す

る
た

め
に

も
、

訪
　

問
診

療
に

力
を

入
れ

て
い

く
。

・
訪

問
診

療
人

数
2
人

1
0
人

7
人

1
3
人

8
人

・
令

和
５

年
度

の
目

標
人

数
に

達
し

て
い

る
が

、
　

引
き

続
き

訪
問

診
療

に
力

を
入

れ
て

い
く

。

１
　

夜
間

看
護

加
算

の
取

得
・

療
養

病
棟

の
み

に
な

っ
た

こ
と

　
か

ら
、

R
3
年

5
月

か
ら

夜
間

看
　

護
加

算
(
1
日

4
5
点

)
を

算
定

。
・

病
床

利
用

率
9
0
%

9
0
%

9
2
.
2
0
%

9
0
%

・
今

年
度

も
目

標
達

成
で

き
る

よ
う

、
積

極
的

に
　

入
院

患
者

を
受

け
入

れ
る

。

２
　

入
院

料
１

の
取

得
・

医
療

区
分

の
高

い
患

者
割

合
を

　
増

加
さ

せ
る

。
・

医
療

区
分

の
高

い
患

者
割

合
7
0
%

8
5
%

7
7
%

8
8
.
8
0
%

8
2
%

・
入

院
料

１
を

算
定

で
き

る
よ

う
維

持
に

努
め

　
る

。

３
　

上
位

施
設

基
準

の
取

得

・
運

動
器

リ
ハ

料
(
Ⅲ

)
か

ら
(
Ⅱ

)
　

へ
変

更
（

8
5
点

増
）

や
呼

吸
　

器
リ

ハ
料

(
Ⅱ

)
か

ら
(
Ⅰ

)
へ

変
　

更
（

9
0
点

増
）

な
ど

、
上

位
　

施
設

基
準

を
取

得
。

さ
ら

に
、

　
が

ん
患

者
リ

ハ
料

（
1
日

6
単

　
位

×
2
0
5
点

）
の

取
得

を
目

指
　

す
。

・
理

学
療

法
士

配
置

人
数

2
人

2
人

2
人

2
人

2
人

・
今

年
度

も
引

き
続

き
リ

ハ
ビ

リ
ス

タ
ッ

フ
の

人
　

員
を

確
保

す
る

。

４
　

専
門

外
来

の
実

施
・

午
後

に
専

門
外

来
を

行
い

収
益

　
を

上
げ

る
。

・
専

門
外

来
の

実
施

専
門

外
来

実
施

検
討

実
施

実
施

・
今

後
も

第
１

、
第

３
木

曜
日

に
乳

腺
外

来
、

第
　

２
、

第
４

木
曜

日
に

肛
門

外
来

を
実

施
す

る
。

５
　

長
期

継
続

契
約

に
よ

る
電

気
料

の
　

　
削

減

・
長

期
継

続
契

約
の

実
施

な
ど

に
　

よ
り

電
気

料
の

削
減

。
　

削
減

額
　

△
1
,
4
5
6
千

円
（

対
令

　
和

元
年

度
）

△
1
,
4
5
6
千

円
△

1
,
5
0
0
千

円
△

1
,
5
0
0
千

円
5
,
4
4
2
千

円
△

1
,
5
0
0
千

円

・
社

会
情

勢
に

よ
り

、
電

気
料

金
が

値
上

が
り

し
　

て
お

り
、

削
減

が
厳

し
い

状
況

と
な

っ
た

が
、

　
電

気
料

金
の

大
幅

な
増

に
な

ら
な

い
よ

う
、

引
　

き
続

き
電

気
使

用
量

の
削

減
に

努
め

る
。

６
　

診
療

体
制

の
見

直
し

・
診

療
体

制
（

派
遣

応
援

医
師

）
　

見
直

し
に

よ
る

報
酬

削
減

を
検

　
討

。
（

対
令

和
２

年
度

）
・

報
酬

額
等

△
6
,
0
0
0
千

円
△

6
,
0
0
0
千

円
△

1
1
,
7
9
8
千

円
△

6
,
0
0
0
千

円

・
今

年
度

も
引

き
続

き
削

減
に

努
め

る
。

令
和

５
年

度
取

組
方

針
（

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

）

令
和

４
年

度
は

、
前

年
度

と
比

較
す

る
と

、
入

院
で

一
日

平
均

0
.
7
人

の
増

の
4
2
.
2
人

、
病

床
利

用
率

1
.
6
％

増
の

9
2
.
2
％

と
な

っ
た

。
外

来
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

ワ
ク

チ
ン

接
種

患
者

を
除

く
と

、
一

日
平

均
で

2
.
1
人

減
の

7
8
.
5
人

と
な

っ
た

。
病

院
事

業
収

益
全

体
で

は
、

前
年

度
と

比
較

し
て

2
3
,
6
6
6
千

円
の

収
入

増
と

な
っ

た
。

収
入

増
の

項
目

と
し

て
は

、
入

院
基

本
料

１
の

取
得

な
ど

に
よ

り
、

入
院

収
益

で
2
8
,
1
8
5
千

円
の

増
、

診
療

単
価

増
に

よ
り

外
来

収
益

で
8
,
6
3
2
千

円
の

増
と

な
っ

た
。

収
入

減
の

項
目

と
し

て
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

ワ
ク

チ
ン

接
種

件
数

減
に

よ
り

公
衆

衛
生

活
動

収
益

で
8
,
0
1
9
千

円
の

減
、

特
別

利
益

で
、

昨
年

あ
っ

た
土

地
建

物
売

却
益

3
,
5
3
2
千

円
が

今
年

は
な

い
た

め
、

皆
減

と
な

っ
た

。
病

院
事

業
費

用
全

体
で

は
、

前
年

度
と

比
較

し
て

2
5
,
8
3
4
千

円
の

費
用

増
と

な
っ

た
。

こ
れ

は
、

給
与

費
で

3
,
7
0
4
千

円
の

増
、

電
気

料
金

値
上

げ
に

伴
う

光
熱

水
費

で
7
,
4
6
9
千

円
の

増
、

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

（
電

子
カ

ル
テ

シ
ス

テ
ム

）
購

入
に

伴
う

消
費

税
相

当
分

を
計

上
し

た
雑

支
出

で
1
5
,
1
1
3
千

円
の

増
が

主
な

要
因

で
あ

る
。

当
年

度
純

損
益

で
は

、
5
7
,
3
7
6
千

円
の

損
失

を
計

上
す

る
こ

と
に

な
り

、
昨

年
度

の
5
5
,
2
0
8
千

円
と

比
較

す
る

と
2
,
1
6
8
千

円
損

失
が

多
く

な
っ

た
。

・
目

標
ど

お
り

２
人

の
協

力
を

得
た

。

・
目

標
の

9
0
％

を
達

成
で

き
た

。

・
人

事
異

動
で

常
勤

医
師

１
人

の
確

保
が

で
き

た
。

成
果

指
標

目
標

値
（

令
和

７
年

度
）

令
和

４
年

度
（

目
標

）
令

和
４

年
度

（
実

績
）

令
和

５
年

度
（

目
標

）
令

和
４

年
度

取
組

実
績

（
自

己
評

価
）

・
年

度
目

標
数

字
を

上
回

り
、

入
院

料
１

の
取

得
　

が
可

能
な

８
０

％
を

上
回

っ
た

こ
と

か
ら

令
和

　
４

年
７

月
に

入
院

料
１

を
取

得
し

た
。

・
施

設
基

準
を

満
た

す
た

め
の

リ
ハ

ビ
リ

ス
タ

ッ
　

フ
の

確
保

が
で

き
て

い
る

。

・
年

度
当

初
か

ら
専

門
外

来
を

始
め

る
こ

と
が

で
　

き
た

。

・
令

和
元

年
度

支
出

額
2
0
,
9
7
6
千

円
に

対
し

、
今

　
年

度
の

支
出

額
は

2
6
,
4
1
8
千

円
で

、
増

加
額

は
　

5
,
4
4
2
千

円
と

な
り

、
目

標
を

達
成

で
き

な
か

っ
　

た
。

・
令

和
２

年
度

に
対

し
、

報
酬

で
1
0
,
2
8
9
千

円
、

　
旅

費
交

通
費

で
1
,
5
0
9
千

円
、

合
計

で
1
1
,
7
9
8
千

　
円

の
削

減
が

で
き

、
目

標
を

達
成

し
た

。

令
和

４
年

度
 
取

組
事

項
に

対
す

る
自

己
点

検
・

評
価

基
本

方
針

５
　

医
療

従
事

者
の

教
育

・
研

修
の

み
な

ら
ず

市
民

へ
の

医
療

サ
ー

ビ
ス

・
講

演
会

等
に

対
し

、
積

極
的

に
関

わ
り

、
市

民
と

と
も

に
医

療
の

安
全

及
び

質
の

向
上

を
目

指
し

ま
す

。

３
　

公
共

性
を

踏
ま

え
て

の
健

全
化

に
向

け
た

経
営

及
び

効
率

的
な

運
営

を
図

り
ま

す
。

４
　

常
に

知
識

と
技

術
の

向
上

に
努

め
、

医
療

水
準

の
進

歩
・

発
展

に
速

や
か

に
対

応
し

た
医

療
を

栗
原

市
民

に
提

供
し

ま
す

。

区
分

戦
略

目
標

医 療 機 能 確 保 の 視 点 財 務 の 視 点

成
果

重
要

成
功

要
因

自
己

点
検

（
総

括
）

・
目

標
値

の
７

人
を

上
回

り
達

成
し

た
。

・
目

標
の

9
0
％

を
達

成
で

き
た

。
・

令
和

４
年

１
２

月
か

ら
、

よ
り

点
数

の
高

い
看

　
護

補
助

体
制

充
実

加
算

（
1
日

5
5
点

）
を

取
得

し
　

た
。

現
状

（
令

和
２

年
度

）
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【
栗
駒
病
院
】

令
和

５
年

度
取

組
方

針
（

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

）
成

果
指

標
目

標
値

（
令

和
７

年
度

）

令
和

４
年

度
（

目
標

）
令

和
４

年
度

（
実

績
）

令
和

５
年

度
（

目
標

）
令

和
４

年
度

取
組

実
績

（
自

己
評

価
）

区
分

戦
略

目
標

成
果

重
要

成
功

要
因

現
状

（
令

和
２

年
度

）

１
　

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
導

入

・
市

立
病

院
の

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
　

テ
ム

の
統

一
化

を
図

る
た

め
、

　
他

病
院

と
同

じ
ベ

ン
ダ

ー
の

電
　

子
カ

ル
テ

シ
ス

テ
ム

を
導

入
　

し
、

職
員

の
異

動
時

の
電

カ
　

ル
操

作
に

係
る

負
担

軽
減

を
図

　
る

。

・
電

子
カ

ル
テ

シ
ス

テ
ム

の
導

入
電

子
カ

ル
テ

シ
ス

テ
ム

導
入

導
入

、
運

用
開

始
導

入
、

運
用

開
始

安
定

運
用

・
今

後
は

、
安

定
的

な
運

用
に

努
め

る
。

・
栗

原
中

央
病

院
研

修
医

受
入

・
研

修
医

受
入

人
数

1
人

5
人

5
人

7
人

5
人

・
栗

原
中

央
病

院
に

限
ら

ず
、

他
医

療
機

関
か

ら
　

も
積

極
的

に
受

け
入

れ
る

。

・
東

北
医

科
薬

科
大

学
等

の
医

学
　

生
の

地
域

包
括

医
療

実
習

・
実

習
受

入
人

数
0
人

5
人

5
人

5
人

5
人

・
今

年
度

も
積

極
的

に
受

け
入

れ
る

。

３
　

中
高

生
等

の
体

験
学

習
受

入

・
中

学
生

の
職

場
体

験
学

習
や

ふ
　

れ
あ

い
看

護
体

験
の

積
極

的
な

　
受

入
れ

を
強

化
し

、
将

来
の

人
　

材
確

保
に

努
め

る
。

・
体

験
学

習
受

入
人

数
0
人

5
人

5
人

0
人

5
人

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
が

５
類

感
染

症
　

へ
移

行
し

た
も

の
の

、
多

く
の

高
齢

者
が

入
院

　
さ

れ
て

い
る

た
め

、
状

況
を

見
な

が
ら

、
達

成
　

で
き

る
よ

う
Ｐ

Ｒ
に

努
め

る
。

学 習 と 成 長 の 視 点

１
　

職
員

の
専

門
性

の
向

上
　

（
職

員
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

を
図

　
　

る
。

）

・
看

護
協

会
認

定
看

護
管

理
者

教
　

育
課

程
　

　
ﾌ
ｧ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
 
1
人

　
　

ｾ
ｶ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
 
1
人

・
認

知
症

対
応

力
向

上
研

修
　

2
人

・
受

講
人

数
2
人

2
人

2
人

フ
ァ

ー
ス

ト
レ

ベ
ル

　
1
人

認
知

症
対

応
力

向
上

研
修

　
1
人

2
人

・
今

年
度

も
引

き
続

き
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
の

た
め

受
　

講
さ

せ
て

い
く

。

・
コ

ロ
ナ

禍
の

た
め

目
標

は
達

成
で

き
な

か
っ

　
た

。

・
看

護
協

会
認

定
看

護
管

理
者

教
育

課
程

の
フ

ァ
　

ー
ス

ト
レ

ベ
ル

を
1
人

、
認

知
症

対
応

力
向

上
研

　
修

を
1
人

受
講

し
、

目
標

を
達

成
し

た
。

・
1
0
月

1
日

稼
働

、
運

用
開

始
す

る
こ

と
が

で
き

　
た

。

・
目

標
以

上
の

7
人

の
研

修
医

を
受

け
入

れ
る

こ
と

　
が

で
き

た
。

・
目

標
ど

お
り

5
人

の
医

学
生

を
受

け
入

れ
る

こ
と

　
が

で
き

た
。

２
　

地
域

医
療

研
修

受
入

の
充

実

業 務 プ ロ セ ス の 視 点
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【
医
療
管
理
課
】

施
設

名
医

療
管

理
課

１
　

病
院

の
機

能
強

化
・

分
担

の
明

確
化

・
現

在
の

市
立

３
病

院
を

維
持

・
　

継
続

す
る

た
め

の
、

機
能

強
　

化
、

役
割

分
担

が
必

要
・

第
四

次
経

営
健

全
化

計
画

毎
年

度
の

点
検

、
検

討
、

見
直

し

点
検

、
検

討
、

見
直

し

３
病

院
の

機
能

分
化

・
連

携
強

化
を

明
確

に
し

た

３
病

院
そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

に
よ

り
連

携
し

運
営

し
て

い
く

・
更

な
る

機
能

分
化

・
連

携
強

化
の

調
整

を
行

　
う

。

２
　

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

充
実

・
患

者
数

の
増

加
、

利
便

性
の

向
　

上
・

栗
原

中
央

病
院

か
ら

若
柳

病
院

　
へ

の
転

院
件

数

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
機

能
の

強
化

、
充

実
実

施
令

和
５

年
度

か
ら

実
施

決
定

転
院

件
数

　
3
6
件

/
年

 
（

3
件

/
月

）

・
目

標
達

成
　

引
き

続
き

３
病

院
が

連
携

し
、

リ
ハ

ビ
リ

の
　

充
実

を
進

め
て

い
く

。

３
　

診
療

所
の

運
営

方
法

の
検

討
・

地
域

の
実

情
に

合
わ

せ
た

地
域

　
医

療
機

関
の

確
保

・
医

師
（

所
長

）
の

確
保

・
地

域
医

療
支

援
セ

ン
タ

ー
機

能
　

の
活

用

診
療

所
運

営
の

適
正

化
調

査
、

検
討

調
査

、
検

討
令

和
７

年
度

の
実

施
に

向
け

た
調

査
、

検
討

・
市

立
診

療
所

運
営

の
適

正
化

や
今

後
の

在
り

　
方

に
つ

い
て

検
討

を
行

っ
て

い
く

。

４
　

３
病

院
の

本
院

・
分

院
化

の
検

討
・

市
立

病
院

運
営

の
効

率
化

・
方

向
性

の
確

認
方

向
性

の
確

認
検

討
検

討
令

和
７

年
度

の
実

施
に

向
け

た
調

査
、

検
討

・
引

き
続

き
本

院
、

分
院

化
の

方
向

性
に

つ
い

　
て

検
討

し
て

い
く

。

５
　

医
学

生
へ

の
貸

付
制

度
の

充
実

・
市

立
病

院
へ

の
医

師
招

へ
い

・
貸

付
制

度
の

拡
充

（
修

学
一

時
　

金
・

修
学

資
金

）
修

学
一

時
金

の
み

修
学

資
金

の
追

加
改

正
後

の
貸

付
実

施

貸
付

件
数

修
学

一
時

金
　

　
　

 
な

し
修

学
資

金
　

　
　

 
な

し

修
学

一
時

金
修

学
資

金
の

貸
付

・
修

学
資

金
制

度
創

設
に

つ
い

て
は

目
標

達
成

・
引

き
続

き
貸

付
制

度
の

周
知

を
行

い
、

医
師

　
招

へ
い

を
進

め
て

い
く

。

１
　

病
院

ご
と

の
収

支
計

画
の

管
理

・
バ

ラ
ン

ス
ス

コ
ア

カ
ー

ド
に

よ
　

る
点

検
・

見
直

し

・
バ

ラ
ン

ス
ス

コ
ア

カ
ー

ド
の

作
　

成
と

毎
年

の
点

検
と

見
直

し
と

　
実

施

毎
年

の
点

検
見

直
し

点
検

見
直

し
収

支
の

管
理

及
び

点
検

評
価

資
料

の
作

成

収
支

の
管

理
及

び
点

検
評

価
資

料
の

作
成

・
バ

ラ
ン

ス
ス

コ
ア

カ
ー

ド
に

基
づ

き
点

検
評

　
価

を
行

う
。

２
　

診
療

所
の

運
用

の
見

直
し

・
医

療
需

要
に

合
わ

せ
た

診
療

　
日

・
時

間
の

設
定

・
ス

タ
ッ

フ
の

適
正

配
置

・
現

行
の

診
療

日
か

ら
の

見
直

し
週

５
日

診
療

（
花

山
診

療
所

以
外

）

午
前

診
療

の
検

討

診
療

日
の

見
直

し
の

検
討

市
民

説
明

会

診
療

日
の

見
直

し
を

実
施

診
療

日
の

見
直

し
の

検
討

・
実

施

・
引

き
続

き
医

療
需

要
に

合
っ

た
診

療
体

制
の

　
調

整
を

行
う

。
　

あ
わ

せ
て

、
市

立
診

療
所

の
在

り
方

に
つ

い
　

て
検

討
し

て
い

く
。

業 務 プ ロ セ ス の 視 点

１
　

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
の

統
一

・
栗

駒
病

院
の

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
　

テ
ム

の
導

入
・

若
柳

病
院

の
電

子
カ

ル
テ

シ
ス

　
テ

ム
の

見
直

し

・
栗

原
中

央
病

院
の

電
子

カ
ル

テ
　

シ
ス

テ
ム

ベ
ン

ダ
ー

の
統

一

病
院

に
よ

っ
て

シ
ス

テ
ム

が
異

な
っ

て
い

る

３
病

院
の

ベ
ン

ダ
ー

の
統

一

栗
駒

病
院

の
電

子
カ

ル
テ

導
入

と
運

用
開

始

栗
駒

病
院

の
電

子
カ

ル
テ

導
入

と
運

用
開

始

令
和

７
年

１
月

の
若

柳
病

院
電

子
カ

ル
テ

の
導

入

・
令

和
７

年
１

月
更

新
予

定
の

若
柳

病
院

電
子

　
カ

ル
テ

シ
ス

テ
ム

の
ベ

ン
ダ

ー
統

一
の

準
備

　
を

進
め

る
。

令
和

４
年

度
取

組
実

績
（

自
己

評
価

）
令

和
５

年
度

取
組

方
針

（
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
）

・
３

病
院

長
会

議
に

お
い

て
、

栗
原

中
央

病
院

は
　

急
性

期
、

若
柳

病
院

は
回

復
期

と
慢

性
期

、
栗

　
駒

病
院

は
慢

性
期

と
位

置
付

け
、

３
病

院
が

連
　

携
し

て
運

営
し

て
い

く
こ

と
を

確
認

し
た

。
・

ま
た

、
夜

間
帯

の
救

急
患

者
の

受
入

れ
を

栗
原

　
中

央
病

院
に

集
約

す
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

・
３

病
院

長
会

議
に

お
い

て
、

栗
原

中
央

病
院

で
　

急
性

期
治

療
が

終
了

し
、

リ
ハ

ビ
リ

が
必

要
な

　
患

者
を

若
柳

病
院

の
地

域
包

括
ケ

ア
病

床
に

移
　

し
リ

ハ
ビ

リ
を

実
施

す
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

・
栗

原
中

央
病

院
地

域
医

療
支

援
セ

ン
タ

ー
を

活
　

用
し

、
診

療
所

長
不

在
時

の
診

療
応

援
の

調
整

　
を

行
っ

た
。

・
本

院
、

分
院

化
の

検
討

に
あ

た
り

、
近

隣
病

院
　

の
情

報
収

集
を

行
い

検
討

し
た

。

・
栗

駒
病

院
と

栗
原

中
央

病
院

の
電

子
カ

ル
テ

シ
　

ス
テ

ム
の

統
一

を
行

い
、

令
和

４
年

１
０

月
１

　
日

か
ら

稼
働

し
た

。
カ

ル
テ

を
共

有
す

る
こ

と
　

に
よ

り
、

転
院

等
の

患
者

情
報

の
提

供
が

ス
ム

　
ー

ズ
に

な
り

、
医

師
、

看
護

師
、

コ
メ

デ
ィ

カ
　

ル
の

業
務

の
負

担
軽

減
が

図
ら

れ
た

。

財 務 の 視 点

・
修

学
一

時
金

及
び

修
学

資
金

の
貸

付
制

度
に

つ
　

い
て

広
報

く
り

は
ら

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

で
周

　
知

を
図

っ
た

。
　

そ
の

結
果

１
名

の
申

込
み

が
あ

っ
た

。

・
バ

ラ
ン

ス
ス

コ
ア

カ
ー

ド
に

基
づ

き
点

検
評

価
　

を
行

っ
た

。

・
医

療
需

要
に

合
っ

た
診

療
体

制
の

調
整

を
行

っ
　

た
。

・
市

長
と

意
見

交
換

を
行

い
、

市
立

診
療

所
の

今
　

後
の

在
り

方
に

つ
い

て
検

討
を

行
っ

た
。

成
果

指
標

令
和

４
年

度
 
取

組
事

項
に

対
す

る
自

己
点

検
・

評
価

基
本

方
針

１
　

病
院

の
機

能
強

化
・

分
担

の
明

確
化

 

２
　

栗
原

市
の

地
域

医
療

の
適

正
配

置
の

検
討

３
　

病
院

・
診

療
所

の
健

全
な

運
営

自
己

評
価

（
総

括
）

目
標

値
（

令
和

７
年

度
）

令
和

４
年

度
（

目
標

）
令

和
４

年
度

（
実

績
）

令
和

５
年

度
（

目
標

）

現
状

（
令

和
２

年
度

）

成
果

重
要

成
功

要
因

令
和

４
年

度
は

、
病

院
長

会
議

を
２

回
、

事
務

局
長

会
議

を
２

回
開

催
し

、
第

４
次

経
営

健
全

化
計

画
バ

ラ
ン

ス
ス

コ
ア

カ
ー

ド
に

基
づ

き
市

立
３

病
院

の
機

能
分

化
・

連
携

強
化

に
つ

い
て

の
今

後
の

方
針

等
の

調
整

を
行

い
ま

し
た

。
病

院
長

会
議

に
お

い
て

協
議

し
、

決
定

さ
れ

た
方

針
は

以
下

の
と

お
り

で
す

。
　

①
栗

原
中

央
病

院
は

急
性

期
医

療
、

若
柳

病
院

は
回

復
期

医
療

と
慢

性
期

医
療

、
栗

駒
病

院
は

慢
性

期
医

療
と

位
置

づ
け

、
３

病
院

の
機

能
を

明
確

に
し

、
連

携
し

て
維

持
継

続
に

取
組

ん
で

い
く

。
　

②
夜

間
の

救
急

車
の

受
入

れ
は

、
基

本
的

に
栗

原
中

央
病

院
に

集
約

す
る

。
　

③
若

柳
病

院
の

病
床

数
を

、
一

般
病

床
６

０
床

か
ら

４
５

床
に

減
ら

し
、

す
べ

て
地

域
包

括
ケ

ア
病

床
と

す
る

。
　

④
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
充

実
と

し
て

、
栗

原
中

央
病

院
で

急
性

期
治

療
が

終
了

し
リ

ハ
ビ

リ
が

必
要

な
患

者
に

対
し

て
は

、
若

柳
病

院
の

地
域

包
括

ケ
ア

病
床

、
若

柳
病

院
・

栗
駒

病
院

の
療

養
病

床
に

お
い

て
治

療
を

継
続

し
、

３
病

院
が

連
携

し
な

が
ら

進
め

て
い

く
。

区
分

戦
略

目
標

医 療 機 能 確 保 の 視 点

－14－



【
医
療
管
理
課
】

令
和

４
年

度
取

組
実

績
（

自
己

評
価

）
令

和
５

年
度

取
組

方
針

（
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
）

成
果

指
標

目
標

値
（

令
和

７
年

度
）

令
和

４
年

度
（

目
標

）
令

和
４

年
度

（
実

績
）

令
和

５
年

度
（

目
標

）

現
状

（
令

和
２

年
度

）

成
果

重
要

成
功

要
因

区
分

戦
略

目
標

・
３

病
院

の
施

設
基

準
を

満
た

す
　

必
要

数
の

配
置

病
床

数
に

見
合

っ
た

配
置

中
央

 
2
6
9
床

若
柳

 
1
2
0
床

栗
駒

 
 
7
5
床

施
設

基
準

を
満

た
す

必
要

数
の

配
置

病
床

数
に

見
合

っ
た

配
置

中
央

 
2
6
9
床

若
柳

 
 
9
0
床

栗
駒

 
 
4
5
床

病
床

数
に

見
合

っ
た

配
置

中
央

 
2
6
9
床

若
柳

 
 
9
0
床

栗
駒

 
 
4
5
床

病
床

数
に

見
合

っ
た

配
置

中
央

 
2
6
9
床

若
柳

 
 
7
5
床

栗
駒

 
 
4
5
床

・
病

院
ご

と
の

適
正

な
看

護
師

配
置

に
向

け
、

　
採

用
計

画
を

基
に

採
用

し
て

い
く

。

・
看

護
師

勤
務

２
交

代
の

統
一

化
勤

務
体

制
２

交
代

と
３

交
代

が
混

在

看
護

師
勤

務
２

交
代

の
実

施
２

交
代

へ
の

統
一

、
移

行
２

交
代

の
実

施
決

定
２

交
代

実
施

完
了

・
目

標
達

成

３
　

患
者

数
の

減
少

に
よ

る
診

療
所

の
　

　
ス

タ
ッ

フ
の

検
討

と
配

置
の

平
準

化
・

患
者

数
に

合
わ

せ
た

ス
タ

ッ
フ

　
の

配
置

・
診

療
所

ス
タ

ッ
フ

数
の

平
準

化
診

療
所

に
よ

っ
て

看
護

師
数

が
異

な
る

看
護

師
数

の
平

準
化

検
討

、
試

行
適

正
な

配
置

の
実

施
適

正
な

配
置

の
実

施

・
業

務
改

善
の

検
討

を
行

い
、

看
護

師
の

適
正

　
配

置
を

実
施

す
る

。

４
　

手
続

き
の

簡
素

化
・

法
律

の
改

正
等

や
、

社
会

情
勢

　
の

変
化

に
対

応
し

た
手

続
き

の
　

簡
素

化

・
様

式
の

点
検

・
見

直
し

・
押

印
の

廃
止

可
能

文
書

の
徹

底
・

入
院

時
の

必
要

書
類

の
見

直
し

押
印

廃
止

文
書

の
調

査
・

実
施

押
印

廃
止

文
書

の
確

認
と

実
施

様
式

見
直

し
文

書
の

実
施

実
施

押
印

廃
止

実
施

継
続

入
院

時
の

必
要

書
類

の
見

直
し

実
施

押
印

廃
止

実
施

継
続

・
目

標
達

成

１
　

職
員

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
へ

の
支

援
・

研
修

制
度

の
充

実
・

看
護

職
員

研
修

支
援

事
業

で
の

　
支

援
件

数
実

施
中

支
援

の
継

続
実

施

フ
ァ

ー
ス

ト
レ

ベ
ル

　
　

４
人

サ
ー

ド
レ

ベ
ル

　
　

　
　

２
人

実
習

指
導

者
講

習
　

　
　

１
人

フ
ァ

ー
ス

ト
レ

ベ
ル

　
 
 
５

人
セ

カ
ン

ド
レ

ベ
ル

　
　

 
 
３

人
実

習
指

導
者

講
習

　
　

 
 
１

人
緩

和
ケ

ア
認

定
看

護
師

　
１

人
特

定
行

為
研

修
 
 
 
 
 
 
 
 
１

人

・
引

き
続

き
制

度
を

活
用

し
た

看
護

職
員

の
ス

　
キ

ル
ア

ッ
プ

支
援

を
継

続
す

る
。

２
　

職
員

の
資

格
取

得
に

向
け

た
支

援
制

度
・

資
格

取
得

制
度

の
確

立
・

診
療

情
報

管
理

士
・

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

等
の

取
得

　
支

援
件

数
未

実
施

制
度

の
創

設
制

度
の

検
討

制
度

の
検

討
ケ

ア
マ

ネ
、

診
療

情
報

管
理

士
支

援
実

施

・
そ

の
他

の
資

格
取

得
に

つ
い

て
、

病
院

運
営

　
上

必
要

と
な

る
資

格
で

あ
る

か
、

支
援

が
必

　
要

か
検

討
す

る
。

・
「

栗
原

市
立

病
院

看
護

職
員

研
修

制
度

」
に

基
　

づ
き

支
援

を
行

っ
た

。

・
令

和
５

年
度

か
ら

の
若

柳
病

院
の

病
床

数
適

正
　

化
に

伴
う

適
正

な
看

護
師

配
置

の
検

討
を

行
い

　
配

置
し

た
。

・
若

柳
病

院
で

は
、

令
和

５
年

４
月

か
ら

２
交

代
　

を
導

入
す

る
こ

と
と

し
た

。

・
会

計
年

度
任

用
職

員
を

配
置

し
、

診
療

日
に

合
　

わ
せ

た
適

正
な

配
置

、
適

正
な

勤
務

体
制

に
す

　
る

こ
と

に
よ

り
人

件
費

を
削

減
し

た
。

・
令

和
３

年
度

に
申

請
様

式
等

の
押

印
に

つ
い

て
　

は
廃

止
済

。
・

入
院

時
の

提
出

書
類

中
、

連
帯

保
証

人
欄

の
廃

　
止

に
つ

い
て

検
討

し
た

が
連

帯
保

証
人

は
必

要
　

と
判

断
し

、
様

式
は

こ
れ

ま
で

通
り

と
し

た
。

業 務 プ ロ セ ス の 視 点

・
病

院
運

営
上

必
要

と
な

る
資

格
に

対
し

て
検

討
　

を
重

ね
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
の

資
格

取
得

支
援

　
を

行
う

こ
と

と
し

た
。

・
病

床
数

適
正

化
計

画
に

よ
る

病
　

床
の

運
用

に
伴

う
看

護
師

配
置

学 習 と 成 長 の 視 点

２
　

看
護

師
配

置
の

見
直

し
、

勤
務

の
平

　
　

準
化
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別紙１　市立３病院収支計画及び決算

　１　栗原中央病院（結核病棟分含む） (単位：千円)

計画額 決算額 計画額 決算額 計画額 決算額

1 5,183,898 4,745,414 5,056,591 5,030,362 5,362,452 5,195,789

(1) 入院収益 3,479,123 3,305,000 3,538,499 3,466,393 3,763,473 3,599,778

(2) 外来収益 1,076,004 1,089,787 1,156,361 1,178,791 1,231,436 1,198,238

(3) その他医業収益 464,575 163,397 158,981 182,428 159,857 190,087

(4) 他会計負担金 164,196 187,230 202,750 202,750 207,686 207,686

2 5,328,856 5,784,401 6,041,944 6,005,410 6,047,780 5,945,904

(1) 給与費 2,564,491 3,084,195 3,239,125 3,189,934 3,258,413 3,117,328

(2) 材料費 741,221 932,463 1,039,044 1,028,373 1,006,794 1,047,523

(3) 経費 1,478,393 1,315,242 1,298,834 1,331,826 1,316,592 1,330,601

(4) 減価償却費 520,522 442,025 437,491 437,488 440,945 428,853

(5) 資産減耗費 3,843 3,973 12,039 10,471 10,163 11,471

(6) 研究研修費 20,386 6,503 15,411 7,318 14,873 10,128

△144,958 △1,038,987 △985,353 △975,048 △685,328 △750,115

3 474,438 1,534,638 825,623 1,416,773 836,812 1,158,175

(1) 受取利息配当金 1 13 1 63 1 143

(2) 他会計補助金 182,876 437,609 252,476 252,476 243,442 243,442

(3) 補助金 26,416 623,948 24,577 609,571 31,023 387,046

(4) 負担金交付金 89,011 280,006 442,471 323,007 452,894 332,045

(5) 長期前受金戻入 143,590 75,568 80,725 80,725 84,079 84,391

(6) その他医業外収益 32,544 117,494 25,373 150,931 25,373 111,108

(7) 雑収益 0 0 0 0 0 0

4 302,285 303,480 311,836 317,042 305,736 314,122

(1) 支払利息及び企業債取扱諸費 109,857 106,557 97,936 97,775 89,179 89,255

(2) 繰延勘定償却 0 0 0 0 0 0

(3) 長期前払消費税償却 0 0 0 0 0 0

(4) 雑支出 192,428 196,923 213,900 219,267 216,557 224,867

27,195 192,171 △471,566 124,683 △154,252 93,938

5 0 113,309 0 0 0 0

(1) その他特別利益 0 113,309 0 0 0 0

6 1,100 113,831 1,500 6,723 1,500 445

(1) 過年度損益修正損 600 468 1,000 6,495 1,000 308

(2) その他特別損失 500 113,363 500 228 500 137

(3) 臨時損失 0 0 0 0 0 0

26,095 191,649 △473,066 117,960 △155,752 93,493

△6,233,258 △6,809,637 △6,617,988 △6,617,988 △6,500,028 △6,500,028

△6,207,163 △6,617,988 △7,091,054 △6,500,028 △6,655,780 △6,406,535

- 7,752,956 8,211,571 8,211,571 8,622,856 8,622,856

- 5,520,616 4,922,630 4,922,631 4,451,113 4,451,113

※地方公営企業決算状況調査より。

令和３年度

その他未処分利益剰余金変動額

　　　　　　　　　　　　　　　年度
　区分

特　別　損　失

当年度純利益／純損失

医　業　収　益

医   業   費   用

医業損失／医業利益

医　業　外　収　益

医　業　外　費　用

経常利益／経常損失

前年度繰越利益剰余金／欠損金

当年度未処分利益剰余金／未処理欠損金

特　別　利　益

自己資本金

企業債残高

令和２年度 令和４年度
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別紙１　市立３病院収支計画及び決算

　１　栗原中央病院（結核病棟分含む） (単位：千円)

計画額 決算額 計画額 決算額 計画額 決算額

1 5,183,898 4,745,414 5,056,591 5,030,362 5,362,452 5,195,789

(1) 入院収益 3,479,123 3,305,000 3,538,499 3,466,393 3,763,473 3,599,778

(2) 外来収益 1,076,004 1,089,787 1,156,361 1,178,791 1,231,436 1,198,238

(3) その他医業収益 464,575 163,397 158,981 182,428 159,857 190,087

(4) 他会計負担金 164,196 187,230 202,750 202,750 207,686 207,686

2 5,328,856 5,784,401 6,041,944 6,005,410 6,047,780 5,945,904

(1) 給与費 2,564,491 3,084,195 3,239,125 3,189,934 3,258,413 3,117,328

(2) 材料費 741,221 932,463 1,039,044 1,028,373 1,006,794 1,047,523

(3) 経費 1,478,393 1,315,242 1,298,834 1,331,826 1,316,592 1,330,601

(4) 減価償却費 520,522 442,025 437,491 437,488 440,945 428,853

(5) 資産減耗費 3,843 3,973 12,039 10,471 10,163 11,471

(6) 研究研修費 20,386 6,503 15,411 7,318 14,873 10,128

△144,958 △1,038,987 △985,353 △975,048 △685,328 △750,115

3 474,438 1,534,638 825,623 1,416,773 836,812 1,158,175

(1) 受取利息配当金 1 13 1 63 1 143

(2) 他会計補助金 182,876 437,609 252,476 252,476 243,442 243,442

(3) 補助金 26,416 623,948 24,577 609,571 31,023 387,046

(4) 負担金交付金 89,011 280,006 442,471 323,007 452,894 332,045

(5) 長期前受金戻入 143,590 75,568 80,725 80,725 84,079 84,391

(6) その他医業外収益 32,544 117,494 25,373 150,931 25,373 111,108

(7) 雑収益 0 0 0 0 0 0

4 302,285 303,480 311,836 317,042 305,736 314,122

(1) 支払利息及び企業債取扱諸費 109,857 106,557 97,936 97,775 89,179 89,255

(2) 繰延勘定償却 0 0 0 0 0 0

(3) 長期前払消費税償却 0 0 0 0 0 0

(4) 雑支出 192,428 196,923 213,900 219,267 216,557 224,867

27,195 192,171 △471,566 124,683 △154,252 93,938

5 0 113,309 0 0 0 0

(1) その他特別利益 0 113,309 0 0 0 0

6 1,100 113,831 1,500 6,723 1,500 445

(1) 過年度損益修正損 600 468 1,000 6,495 1,000 308

(2) その他特別損失 500 113,363 500 228 500 137

(3) 臨時損失 0 0 0 0 0 0

26,095 191,649 △473,066 117,960 △155,752 93,493

△6,233,258 △6,809,637 △6,617,988 △6,617,988 △6,500,028 △6,500,028

△6,207,163 △6,617,988 △7,091,054 △6,500,028 △6,655,780 △6,406,535

- 7,752,956 8,211,571 8,211,571 8,622,856 8,622,856

- 5,520,616 4,922,630 4,922,631 4,451,113 4,451,113

※地方公営企業決算状況調査より。

令和３年度

その他未処分利益剰余金変動額

　　　　　　　　　　　　　　　年度
　区分

特　別　損　失

当年度純利益／純損失

医　業　収　益

医   業   費   用

医業損失／医業利益

医　業　外　収　益

医　業　外　費　用

経常利益／経常損失

前年度繰越利益剰余金／欠損金

当年度未処分利益剰余金／未処理欠損金

特　別　利　益

自己資本金

企業債残高

令和２年度 令和４年度

　２　若柳病院 (単位：千円)

計画額 決算額 計画額 決算額 計画額 決算額

1 1,569,043 1,280,383 1,361,783 1,263,018 1,413,785 1,092,862

(1) 入院収益 1,000,263 735,598 791,855 682,749 841,690 614,976

(2) 外来収益 462,886 428,175 455,518 439,612 492,075 389,047

(3) その他医業収益 40,270 46,258 38,824 65,071 38,402 47,221

(4) 他会計負担金 65,624 70,352 75,586 75,586 41,618 41,618

2 1,713,958 1,746,412 1,737,485 1,691,526 1,757,944 1,598,689

(1) 給与費 858,434 983,193 975,642 964,766 1,005,323 914,952

(2) 材料費 218,259 180,116 179,015 158,640 181,957 116,300

(3) 経費 491,781 418,585 401,235 387,929 391,826 391,137

(4) 減価償却費 139,537 151,963 154,958 154,956 152,955 151,466

(5) 資産減耗費 1,612 11,103 23,935 23,876 23,498 23,256

(6) 研究研修費 4,335 1,452 2,700 1,359 2,385 1,578

△144,915 △466,029 △375,702 △428,508 △344,159 △505,827

3 270,323 367,366 230,594 257,010 264,145 321,831

(1) 受取利息配当金 60 1 8 2 1 2

(2) 他会計補助金 115,922 188,890 74,449 74,449 59,208 59,208

(3) 補助金 1,228 9,889 1,228 25,813 1,228 57,850

(4) 負担金交付金 149,032 161,053 149,455 149,728 198,367 198,612

(5) 長期前受金戻入 1,984 2,859 3,565 3,565 3,605 3,615

(6) その他医業外収益 2,097 4,674 1,889 3,453 1,736 2,544

(7) 雑収益 0 0 0 0 0 0

4 114,374 109,664 110,409 104,231 101,291 94,918

(1) 支払利息及び企業債取扱諸費 46,555 45,449 42,740 42,676 39,978 40,059

(2) 繰延勘定償却 0 0 0 0 0 0

(3) 長期前払消費税償却 8,251 8,251 8,251 8,251 8,251 8,251

(4) 雑支出 59,568 55,964 59,418 53,304 53,062 46,608

11,034 △208,327 △255,517 △275,729 △181,305 △278,914

5 0 42,405 0 0 0 0

(1) その他特別利益 0 42,405 0 0 0 0

6 780 9,534 780 537 650 328

(1) 過年度損益修正損 680 649 680 537 550 301

(2) その他特別損失 100 8,885 100 0 100 27

(3) 臨時損失 0 0 0 0 0 0

10,254 △175,456 △256,297 △276,266 △181,955 △279,242

△447,064 △832,706 △1,008,162 △1,008,162 △1,284,428 △1,284,428

△436,810 △1,008,162 △1,264,459 △1,284,428 △1,466,383 △1,563,670

- 2,198,242 2,336,521 2,336,521 2,480,991 2,480,991

- 2,512,821 2,362,260 2,362,260 2,158,923 2,158,923

※地方公営企業決算状況調査より。

令和３年度

前年度繰越利益剰余金／欠損金

当年度未処分利益剰余金／未処理欠損金

その他未処分利益剰余金変動額

特　別　利　益

特　別　損　失

当年度純利益／純損失

医　業　外　収　益

　　　　　　　　　　　　　　　年度
　区分

医   業   費   用

医業損失／医業利益

医　業　収　益

医　業　外　費　用

経常利益／経常損失

令和２年度

自己資本金

企業債残高

令和４年度
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　３　栗駒病院 (単位：千円)

計画額 決算額 計画額 決算額 計画額 決算額

1 722,123 565,776 500,365 521,400 514,442 556,839

(1) 入院収益 455,304 348,790 273,458 279,726 284,335 307,912

(2) 外来収益 182,806 137,909 145,141 139,637 147,476 148,269

(3) その他医業収益 21,474 17,069 13,572 33,843 14,437 32,464

(4) 他会計負担金 62,539 62,008 68,194 68,194 68,194 68,194

2 939,468 866,694 756,688 732,615 743,983 744,058

(1) 給与費 512,370 531,047 457,836 446,466 449,748 448,294

(2) 材料費 80,955 57,654 50,061 46,371 50,061 50,030

(3) 経費 274,468 209,666 189,149 181,380 182,930 186,897

(4) 減価償却費 66,231 64,385 56,555 56,553 54,331 52,999

(5) 資産減耗費 2,601 3,456 1,328 1,289 5,478 5,181

(6) 研究研修費 2,843 486 1,759 556 1,435 657

△217,345 △300,918 △256,323 △211,215 △229,541 △187,219

3 275,366 204,002 179,387 192,047 179,624 183,756

(1) 受取利息配当金 10 1 3 1 1 1

(2) 他会計補助金 118,670 64,517 28,458 28,458 26,207 26,207

(3) 補助金 0 4,829 0 12,143 0 3,151

(4) 負担金交付金 151,519 129,850 146,478 146,648 148,695 148,848

(5) 長期前受金戻入 2,443 3,195 3,745 3,746 4,153 4,174

(6) その他医業外収益 2,724 1,610 703 1,051 568 1,375

(7) 雑収益 0 0 0 0 0 0

4 48,287 41,932 43,096 39,490 59,036 53,872

(1) 支払利息及び企業債取扱諸費 16,348 15,881 15,141 15,100 14,362 14,369

(2) 繰延勘定償却 0 0 0 0 0 0

(3) 長期前払消費税償却 3,999 3,999 3,999 3,999 3,999 3,999

(4) 雑支出 27,940 22,052 23,956 20,391 40,675 35,504

9,734 △138,848 △120,032 △58,658 △108,953 △57,335

5 0 37,730 3,258 3,533 0 0

(1) その他特別利益 0 37,730 3,258 3,533 0 0

6 850 4,681 850 82 850 41

(1) 過年度損益修正損 800 13 800 82 800 41

(2) その他特別損失 50 4,668 50 0 50 0

(3) 臨時損失 0 0 0 0 0 0

8,884 △105,799 △117,624 △55,207 △109,803 △57,376

△419,411 △704,693 △810,492 △810,492 △865,699 △865,699

△410,527 △810,492 △928,116 △865,699 △975,502 △923,075

- 1,444,358 1,475,282 1,475,282 1,502,021 1,502,021

- 839,726 796,115 796,116 876,495 876,495

※地方公営企業決算状況調査より。

令和３年度

経常利益／経常損失

医　業　収　益

医   業   費   用

医業損失／医業利益

医　業　外　収　益

医　業　外　費　用

　　　　　　　　　　　　　　　年度
　区分

令和２年度

自己資本金

企業債残高

令和４年度

前年度繰越利益剰余金／欠損金

当年度未処分利益剰余金／未処理欠損金

特　別　利　益

特　別　損　失

当年度純利益／純損失

その他未処分利益剰余金変動額
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　３　栗駒病院 (単位：千円)

計画額 決算額 計画額 決算額 計画額 決算額

1 722,123 565,776 500,365 521,400 514,442 556,839

(1) 入院収益 455,304 348,790 273,458 279,726 284,335 307,912

(2) 外来収益 182,806 137,909 145,141 139,637 147,476 148,269

(3) その他医業収益 21,474 17,069 13,572 33,843 14,437 32,464

(4) 他会計負担金 62,539 62,008 68,194 68,194 68,194 68,194

2 939,468 866,694 756,688 732,615 743,983 744,058

(1) 給与費 512,370 531,047 457,836 446,466 449,748 448,294

(2) 材料費 80,955 57,654 50,061 46,371 50,061 50,030

(3) 経費 274,468 209,666 189,149 181,380 182,930 186,897

(4) 減価償却費 66,231 64,385 56,555 56,553 54,331 52,999

(5) 資産減耗費 2,601 3,456 1,328 1,289 5,478 5,181

(6) 研究研修費 2,843 486 1,759 556 1,435 657

△217,345 △300,918 △256,323 △211,215 △229,541 △187,219

3 275,366 204,002 179,387 192,047 179,624 183,756

(1) 受取利息配当金 10 1 3 1 1 1

(2) 他会計補助金 118,670 64,517 28,458 28,458 26,207 26,207

(3) 補助金 0 4,829 0 12,143 0 3,151

(4) 負担金交付金 151,519 129,850 146,478 146,648 148,695 148,848

(5) 長期前受金戻入 2,443 3,195 3,745 3,746 4,153 4,174

(6) その他医業外収益 2,724 1,610 703 1,051 568 1,375

(7) 雑収益 0 0 0 0 0 0

4 48,287 41,932 43,096 39,490 59,036 53,872

(1) 支払利息及び企業債取扱諸費 16,348 15,881 15,141 15,100 14,362 14,369

(2) 繰延勘定償却 0 0 0 0 0 0

(3) 長期前払消費税償却 3,999 3,999 3,999 3,999 3,999 3,999

(4) 雑支出 27,940 22,052 23,956 20,391 40,675 35,504

9,734 △138,848 △120,032 △58,658 △108,953 △57,335

5 0 37,730 3,258 3,533 0 0

(1) その他特別利益 0 37,730 3,258 3,533 0 0

6 850 4,681 850 82 850 41

(1) 過年度損益修正損 800 13 800 82 800 41

(2) その他特別損失 50 4,668 50 0 50 0

(3) 臨時損失 0 0 0 0 0 0

8,884 △105,799 △117,624 △55,207 △109,803 △57,376

△419,411 △704,693 △810,492 △810,492 △865,699 △865,699

△410,527 △810,492 △928,116 △865,699 △975,502 △923,075

- 1,444,358 1,475,282 1,475,282 1,502,021 1,502,021

- 839,726 796,115 796,116 876,495 876,495

※地方公営企業決算状況調査より。

令和３年度

経常利益／経常損失

医　業　収　益

医   業   費   用

医業損失／医業利益

医　業　外　収　益

医　業　外　費　用

　　　　　　　　　　　　　　　年度
　区分

令和２年度

自己資本金

企業債残高

令和４年度

前年度繰越利益剰余金／欠損金

当年度未処分利益剰余金／未処理欠損金

特　別　利　益

特　別　損　失

当年度純利益／純損失

その他未処分利益剰余金変動額

　４　病院事業合計 (単位：千円)

計画額 決算額 計画額 決算額 計画額 決算額

1 7,475,064 6,591,573 6,918,739 6,814,780 7,290,679 6,845,490

(1) 入院収益 4,934,690 4,389,388 4,603,812 4,428,868 4,889,498 4,522,666

(2) 外来収益 1,721,696 1,655,871 1,757,020 1,758,040 1,870,987 1,735,554

(3) その他医業収益 526,319 226,724 211,377 281,342 212,696 269,772

(4) 他会計負担金 292,359 319,590 346,530 346,530 317,498 317,498

2 7,982,282 8,397,507 8,536,117 8,429,551 8,549,707 8,288,651

(1) 給与費 3,935,295 4,598,435 4,672,603 4,601,166 4,713,484 4,480,574

(2) 材料費 1,040,435 1,170,233 1,268,120 1,233,384 1,238,812 1,213,853

(3) 経費 2,244,642 1,943,493 1,889,218 1,901,135 1,891,348 1,908,635

(4) 減価償却費 726,290 658,373 649,004 648,997 648,231 633,318

(5) 資産減耗費 8,056 18,532 37,302 35,636 39,139 39,908

(6) 研究研修費 27,564 8,441 19,870 9,233 18,693 12,363

△507,218 △1,805,934 △1,617,378 △1,614,771 △1,259,028 △1,443,161

3 1,020,127 2,106,006 1,235,604 1,865,830 1,280,581 1,663,762

(1) 受取利息配当金 71 15 12 66 3 146

(2) 他会計補助金 417,468 691,016 355,383 355,383 328,857 328,857

(3) 補助金 27,644 638,666 25,805 647,527 32,251 448,047

(4) 負担金交付金 389,562 570,909 738,404 619,383 799,956 679,505

(5) 長期前受金戻入 148,017 81,622 88,035 88,036 91,837 92,180

(6) その他医業外収益 37,365 123,778 27,965 155,435 27,677 115,027

(7) 雑収益 0 0 0 0 0 0

4 464,946 455,076 465,341 460,763 466,063 462,912

(1) 支払利息及び企業債取扱諸費 172,760 167,887 155,817 155,551 143,519 143,683

(2) 繰延勘定償却 0 0 0 0 0 0

(3) 長期前払消費税償却 12,250 12,250 12,250 12,250 12,250 12,250

(4) 雑支出 279,936 274,939 297,274 292,962 310,294 306,979

47,963 △155,004 △847,115 △209,704 △444,510 △242,311

5 0 193,444 3,258 3,533 0 0

(1) その他特別利益 0 193,444 3,258 3,533 0 0

6 2,730 128,046 3,130 7,342 3,000 814

(1) 過年度損益修正損 2,080 1,130 2,480 7,114 2,350 650

(2) その他特別損失 650 126,916 650 228 650 164

(3) 臨時損失 0 0 0 0 0 0

45,233 △89,606 △846,987 △213,513 △447,510 △243,125

△7,099,733 △8,347,036 △8,436,642 △8,436,642 △8,650,155 △8,650,155

△7,054,500 △8,436,642 △9,283,629 △8,650,155 △9,097,665 △8,893,280

- 11,395,556 12,023,374 12,023,374 12,605,868 12,605,868

- 8,873,163 8,081,005 8,081,007 7,486,531 7,486,531

※地方公営企業決算状況調査より。

令和２年度 令和３年度　　　　　　　　　　　　　　　年度
　区分

令和４年度

企業債残高

当年度純利益／純損失

前年度繰越利益剰余金／欠損金

その他未処分利益剰余金変動額

当年度未処分利益剰余金／未処理欠損金

自己資本金

経常利益／経常損失

特　別　利　益

特　別　損　失

医　業　収　益

医   業   費   用

医業損失／医業利益

医　業　外　収　益

医　業　外　費　用
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別紙２　市立３病院経営指標

１　栗原中央病院の経営指標及び実績

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

計画 ２３０.０人 ２５５.０人 ２６０.０人 １９８.０人 ２０７.０人

実績 ２０５.５人 ２０２.５人 １９３.６人 １８８.７人 １９０.０人

計画 ３９２.０人 ４１０.０人 ４１０.０人 ４３２.０人 ４４７.０人

実績 ４０７.０人 ４２２.８人 ３９７.３人 ４２２.６人 ４１９.５人

計画 － － － ６５.５% ７５.０%

実績 ６２.５% ６６.８% ６４.１% ６２.８% ５８.０%

計画 － － － ４３.０% ４４.０%

実績 ３５.９% ３９.６% ４４.９% ４３.２% ４０.８%

計画 ５４.７% ５０.７% ５０.０% ６４.１% ６０.８%

実績 ５２.８% ５７.８% ６５.０% ６３.４% ６０.０%

計画 ８７.７% ９６.７% ９８.３% ８３.７% ８８.７%

実績 ８７.９% ７９.３% ８２.０% ８３.８% ８７.４%

計画 － － － － －

実績 ８４.２% ７６.０% ７８.８% ８０.４% ８３.９%

計画 ７６.７% ８１.０% ８２.７% ６３.３% ６６.１%

実績 ６８.５% ６１.６% ６１.６% ６３.５% ６３.８%

実績
(結核除く)

－ ６４.４% ６４.４% ６７.５% ６７.６%

計画 ７６.４% ８１.２% ８３.２% ７５.２% ７９.６%

実績 ６８.８% ６４.８% ７２.８% ７１.２% ７０.２%

うち地域包括ケア
病床

実績 ７３.１% ６６.０% ７６.０% ７１.６% ６４.９%

計画 ７８.０% ８０.０% ８０.０% ０.０% ０.０%

実績 ６６.９% ６２.３% ４.３% ０.０% ０.０%

計画 － － － ３４.５% ２７.６%

実績 ― ３２.０% ３３.８% ２７.０% ２８.６%

計画 35,161円 37,017円 37,101円 48,962円 49,811円

実績 40,357円 40,830円 46,759円 50,308円 51,899円

計画 38,950円 41,039円 41,042円 49,990円 50,664円

実績 45,219円 47,081円 47,870円 50,545円 51,164円

うち地域包括ケア
病床

実績 30,628円 30,650円 31,511円 32,048円 34,805円

計画 16,605円 16,605円 16,605円 0円 0円

実績 15,363円 16,883円 17,668円 0円 0円

計画 － 27,576円 27,576円 29,640円 28,594円

実績 ― 27,433円 29,618円 31,042円 29,272円

計画 10,476円 10,800円 10,800円 11,061円 11,337円

実績 10,534円 10,883円 11,290円 11,525円 11,754円

計画 ９９.０% １００.５% １００.５% ９２.６% ９７.６%

実績 ９６.８% ９２.５% １０３.２% １０２.０% １０１.５%

計画 － － － １４.０日 １３.８日

実績 １３.９日 １３.３日 １５.５日 １４.１日 １６.０日

※１　本表における職員給与費比率とは、「地方公営企業決算状況調査」に準じ、退職給付費は含まれていない。

※２　一般病床は、新型コロナウイルス感染症対応病床を除いた２５０床で積算。

※３　平均在院日数（一般病床）は、地域包括ケア病床（５０床）を除いて算出した数値

⑩平均外来単価

⑪経常収支比率

⑫平均在院日数　※３

（一般病床）

経営指標項目

①1日平均入院患者数

②1日平均外来患者数

③紹介率

④逆紹介率

⑥医業収支比率

⑧病床利用率

療養病床

内訳

⑨　平均入院単価

一般病床　※２

一般病床　※２

療養病床

⑤職員給与費比率　※１

結核病床

内訳

結核病床

⑦修正医業収支比率

－20－



別紙２　市立３病院経営指標

１　栗原中央病院の経営指標及び実績

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

計画 ２３０.０人 ２５５.０人 ２６０.０人 １９８.０人 ２０７.０人

実績 ２０５.５人 ２０２.５人 １９３.６人 １８８.７人 １９０.０人

計画 ３９２.０人 ４１０.０人 ４１０.０人 ４３２.０人 ４４７.０人

実績 ４０７.０人 ４２２.８人 ３９７.３人 ４２２.６人 ４１９.５人

計画 － － － ６５.５% ７５.０%

実績 ６２.５% ６６.８% ６４.１% ６２.８% ５８.０%

計画 － － － ４３.０% ４４.０%

実績 ３５.９% ３９.６% ４４.９% ４３.２% ４０.８%

計画 ５４.７% ５０.７% ５０.０% ６４.１% ６０.８%

実績 ５２.８% ５７.８% ６５.０% ６３.４% ６０.０%

計画 ８７.７% ９６.７% ９８.３% ８３.７% ８８.７%

実績 ８７.９% ７９.３% ８２.０% ８３.８% ８７.４%

計画 － － － － －

実績 ８４.２% ７６.０% ７８.８% ８０.４% ８３.９%

計画 ７６.７% ８１.０% ８２.７% ６３.３% ６６.１%

実績 ６８.５% ６１.６% ６１.６% ６３.５% ６３.８%

実績
(結核除く)

－ ６４.４% ６４.４% ６７.５% ６７.６%

計画 ７６.４% ８１.２% ８３.２% ７５.２% ７９.６%

実績 ６８.８% ６４.８% ７２.８% ７１.２% ７０.２%

うち地域包括ケア
病床

実績 ７３.１% ６６.０% ７６.０% ７１.６% ６４.９%

計画 ７８.０% ８０.０% ８０.０% ０.０% ０.０%

実績 ６６.９% ６２.３% ４.３% ０.０% ０.０%

計画 － － － ３４.５% ２７.６%

実績 ― ３２.０% ３３.８% ２７.０% ２８.６%

計画 35,161円 37,017円 37,101円 48,962円 49,811円

実績 40,357円 40,830円 46,759円 50,308円 51,899円

計画 38,950円 41,039円 41,042円 49,990円 50,664円

実績 45,219円 47,081円 47,870円 50,545円 51,164円

うち地域包括ケア
病床

実績 30,628円 30,650円 31,511円 32,048円 34,805円

計画 16,605円 16,605円 16,605円 0円 0円

実績 15,363円 16,883円 17,668円 0円 0円

計画 － 27,576円 27,576円 29,640円 28,594円

実績 ― 27,433円 29,618円 31,042円 29,272円

計画 10,476円 10,800円 10,800円 11,061円 11,337円

実績 10,534円 10,883円 11,290円 11,525円 11,754円

計画 ９９.０% １００.５% １００.５% ９２.６% ９７.６%

実績 ９６.８% ９２.５% １０３.２% １０２.０% １０１.５%

計画 － － － １４.０日 １３.８日

実績 １３.９日 １３.３日 １５.５日 １４.１日 １６.０日

※１　本表における職員給与費比率とは、「地方公営企業決算状況調査」に準じ、退職給付費は含まれていない。

※２　一般病床は、新型コロナウイルス感染症対応病床を除いた２５０床で積算。

※３　平均在院日数（一般病床）は、地域包括ケア病床（５０床）を除いて算出した数値

⑩平均外来単価

⑪経常収支比率

⑫平均在院日数　※３

（一般病床）

経営指標項目

①1日平均入院患者数

②1日平均外来患者数

③紹介率

④逆紹介率

⑥医業収支比率

⑧病床利用率

療養病床

内訳

⑨　平均入院単価

一般病床　※２

一般病床　※２

療養病床

⑤職員給与費比率　※１

結核病床

内訳

結核病床

⑦修正医業収支比率

２　若柳病院の経営指標及び実績

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

計画 ９９.０人 １００.０人 １００.０人 ７０.０人 ７４.０人

実績 ７７.３人 ７９.０人 ６８.０人 ６３.０人 ５７.０人

計画 ２０５.０人 ２０６.０人 ２０６.０人 １４３.０人 １５０.０人

実績 １７３.８人 １６７.１人 １３５.３人 １６８.４人 １３３.４人

計画 － － － ６１.６% ６１.６%

実績 ４３.７% ４７.４% ５７.４% ４６.１% ４５.９%

計画 － － － ３６.９% ３６.９%

実績 ４３.７% ４２.６% ３４.４% ３４.９% ４２.７%

計画 ５５.１% ５４.５% ５４.７% ７１.６% ７１.１%

実績 ６１.１% ６５.１% ７６.８% ７６.４% ８３.７%

計画 ９０.６% ９２.５% ９１.５% ７８.４% ８０.４%

実績 ８０.６% ７７.５% ７３.３% ７４.７% ６８.４%

計画 － － － － －

実績 ７６.５% ７３.５% ６９.３% ７０.２% ６５.８%

計画 ８２.５% ８３.３% ８３.３% ７７.８% ８２.２%

実績 ６４.４% ６５.８% ５６.６% ７０.０% ６３.４%

計画 ８２.２% ８３.３% ８３.３% ７８.３% ８３.３%

実績 ６１.５% ６２.４% ５３.１% ６７.８% ５９.６%

うち地域包括ケ
ア病床

実績 － － ５３.９% ６６.６% ６１.８%

計画 ８３.３% ８３.３% ８３.３% ７６.７% ８０.０%

実績 ７３.３% ７５.９% ６７.２% ７４.２% ７０.８%

計画 27,367円 27,404円 27,404円 30,992円 31,162円

実績 27,633円 26,536円 29,664円 29,712円 29,551円

計画 31,077円 31,077円 31,077円 36,861円 37,000円

実績 31,317円 30,248円 34,758円 35,826円 35,318円

うち地域包括ケ
ア病床

実績 － － 36,446円 34,785円 35,286円

計画 16,387円 16,387円 16,387円 19,000円 19,000円

実績 18,363円 17,383円 18,525円 18,710円 19,131円

計画 9,247円 9,247円 9,247円 13,163円 13,500円

実績 10,927円 11,306円 13,020円 10,785円 12,000円

計画 １００.０% １００.６% １００.６% ８６.２% ９０.２%

実績 ９０.８% ８６.３% ８８.８% ８４.６% ８３.５%

計画 － － － １５.４日 １５.３日

実績 １８.３日 １９.６日 １５.５日 １５.４日 １７.４日

⑧病床利用率

経営指標項目

①1日平均入院患者数

②1日平均外来患者数

③紹介率

④逆紹介率

⑥医業収支比率

⑤職員給与費比率

⑦修正医業収支比率

内訳

一般病床

療養病床

⑨　平均入院単価

内訳

一般病床

療養病床

⑩平均外来単価

⑪経常収支比率

⑫平均在院日数

（一般病床）
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３　栗駒病院の経営指標及び実績

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

計画 ６０.０人 ６０.０人 ６０.０人 ４０.０人 ４１.０人

実績 ４９.７人 ４９.８人 ４６.０人 ４０.８人 ４１.５人

計画 １１０.０人 １１０.０人 １１０.０人 ８４.０人 ８５.０人

実績 ８５.４人 ８７.３人 ８２.７人 ８９.１人 ８１.０人

計画 － － － １５.０% １５.０%

実績 ２４.３% ２６.４% １３.８% １０.２% ７.０%

計画 － － － １５.０% １５.０%

実績 ３２.２% １２.１% １６.１% １０.２% １０.９%

計画 ７０.９% ７０.８% ７１.０% ９１.５% ８７.４%

実績 ７７.０% ７６.３% ９３.９% ８５.６% ８０.５%

計画 ７６.８% ７７.１% ７６.９% ６６.１% ６９.１%

実績 ６８.１% ６８.５% ６５.３% ７１.２% ７４.８%

計画 － － － － －

実績 ６１.１% ６１.６% ５８.１% ６１.９% ６５.７%

計画 ８０.０% ８０.０% ８０.０% ８８.９% ９１.１%

実績 ６６.２% ６６.４% ６１.３% ９０.６% ９２.２%

計画 ８０.０% ８０.０% ８０.０% － －

実績 ６０.２% ６３.５% ５５.０% － －

うち地域包括ケ
ア病床

実績 ５０.３% ６５.５% ５１.５% － －

計画 ８０.０% ８０.０% ８０.０% ８８.９% ９１.１%

実績 ７５.２% ７０.７% ７０.９% ９０.６% ９２.２%

計画 20,790円 20,790円 20,790円 18,730円 19,000円

実績 20,897円 21,026円 20,769円 18,804円 20,330円

計画 25,057円 25,057円 25,057円 － －

実績 23,963円 26,005円 26,189円 － －

うち地域包括ケ
ア病床

実績 23,636円 23,538円 24,861円 － －

計画 14,390円 14,390円 14,390円 18,730円 19,000円

実績 17,211円 14,319円 14,466円 18,804円 20,330円

計画 6,839円 6,839円 6,839円 7,140円 7,140円

実績 7,061円 6,880円 6,863円 6,478円 7,536円

計画 ９７.５% １００.９% １０１.０% ８５.０% ８６.４%

実績 ８８.５% ８６.３% ８４.７% ９２.４% ９２.８%

計画 － － － － －

実績 １９.２日 １９.６日 １８.０日 － －

※　平均在院日数（一般病床）は、地域包括ケア病床（８床）を除いて算出した数値

⑧病床利用率

経営指標項目

①1日平均入院患者数

②1日平均外来患者数

③紹介率

④逆紹介率

⑥医業収支比率

⑤職員給与費比率

⑦修正医業収支比率

⑩平均外来単価

⑪経常収支比率

⑫平均在院日数　※

（一般病床）

内訳

一般病床

療養病床

⑨　平均入院単価

内訳

一般病床

療養病床
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栗原市立病院経営評価委員会設置要綱 
 （設置） 
第１条 栗原市病院事業経営健全化計画（以下「計画」という。）に基づく取組状況、計画の見直し等

に関する事項及び市立病院事業の経営全般について評価、検討等を実施し、市立病院事業の経営健全

化等を図ることを目的として栗原市立病院経営評価委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 
 （所掌事務） 
第２条 委員会の所掌事務は、次のとおりとする。 
 ⑴ 計画に基づく取組状況、計画の見直し等に関すること。 

 ⑵ 市立病院の経営全般について評価、検討等を実施すること。 

 ⑶ その他病院事業管理者が必要と認める事項 

 （組織） 
第３条 委員会は、委員１０人以内で組織する。 
２ 委員は、次に掲げる者のうちから、病院事業管理者が委嘱する。 

 ⑴ 学識経験者 

 ⑵ 医療関係者 

 ⑶ その他病院事業管理者が必要と認める者 

３ 委員の任期は委嘱の日から３年を経過する日の属する年の３月３１日までとする。ただし、委員が

欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

４ 委員は、再任されることができる。 
（委員長及び副委員長） 

第４条 委員会に、委員長及び副委員長を置き、委員の互選により選任する。 
２ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 
３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、その職務を

代理する。 
 （会議） 
第５条 委員会の会議は、委員長が招集し、委員長がその議長となる。 
２ 委員会の会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。 
３ 委員会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 
（意見の聴取等） 

第６条 委員会は、必要があると認めるときは、議事に係る関係者又は専門家に対し、出席を求めて意

見若しくは説明を聴き、又は必要な書類の提出を求めることができる。 
 （庶務） 

第７条 委員会の庶務は、医療局医療管理課において処理する。 

（その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委員会に諮って定

める。 

附 則 

 （施行期日）  

１ この告示は、平成２０年１２月 １日から施行する。 

        平成２４年 ７月 １日 一部改正 

令和 ４年 ６月 １日 一部改正 

 （会議の招集の特例） 

２ この告示の施行後、最初に開かれる会議は、第５条第１項の規定にかかわらず、病院事業管理者が

招集する。 

 

≪資料４≫
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